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ス
マ
=
ト
ラ
逞
イ
推
進
会
議

(中
間
報
告
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
(I
T
S
)
推
進
室

一

は
じ
め
に

二
一
世
紀
を
迎
え
、
高
度
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る
先

端
技
術
の
開
発
と
活
用
を
推
進
し
、
新
た
な
経
済
社
会
を

先
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
つ
い
て
は
、

そ
の
的
確
な
導
入
･
活
用
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
、
交
通

渋
滞
、
環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
の
社
会
問
題
の
解
決
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通
を
介
し
た
社
会

･
経
済
活

動
の
高
度
化
が
進
み
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の

と
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
I
T
S
の
効
果
を
総
合
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
多
様
な
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
を
汎
用
的
に
実
現
さ
せ
る

共
通
基
盤

(プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
)
が
必
要
で
す
。
国
土

交
通
省
で
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
先
端
的
な
I
T

S
技
術
を
統
合
し
て
組
み
込
ん
だ
高
度
な
道
路
交
通
の
受

け
皿
と
な
る
次
世
代
の
道
路
と
し
て
、
｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

イ
｣
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
｢
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
｣
に
お
い
て
産
学
官
の
幅
広
い
見
地

か
ら
ご
検
討
を
賜
り
、
平
成
三

年
に
提
言

｢
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
イ
の
実
現
に
向
け
て
｣
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
提
言
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
I
T
S

の
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
実
化
す
る
と
と
も
に
、
情
報
通

信
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
受
け
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

有
効
利
用
･
高
度
利
用
の
視
点
に
も
立
ち
、
I
T
S
が
真

に
社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
、
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
と
も
い
う
べ
き
状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
稿

で
は
中
間
報
告
と
し
て
、
六
月
九
日
に
開
催
し
た
会
議
の

内
容
を
中
心
と
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

三

社
会
を
変
え
始
め
た
-
T
S

1

ー
T
及
び
ー
T
S
の
進
展

我
が
国
の
I
T
S
は
、
カ
ー
ナ
ビ
、
V
I
C
S
、
E
T

C
、
A
S
V
、
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
、
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
、
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
出

現
し
、
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

ま
た
携
帯
電
話
、
電
子
マ
ネ
ー
、
ウ
ェ
ブ
情
報
な
ど
の

I
T
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た

(図
1
)。
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ゆ
カ
ー
ナ
ビ

カ
ー
ナ
ビ
は
一
九
九
四
年
に
本
格
的
な
普
及
が
始
ま

り
、
そ
の
後
出
荷
台
数
が
年
々
増
加
し
、
す
で
に
自
動
車

の
装
備
と
し
て
一
般
化
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

ま
た
、
｢カ
ー
ブ
警
告
｣
を
皮
切
り
に
、
｢踏
切
警
告
｣

だ
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な
ど
安
全
運
転
を
支
援
す
る
機
能
が
次
々
と
誕
生
し
て
お

り
、
単
な
る
経
路
案
内
の
機
器
か
ら
、
安
全
な
運
転
支
援

の
た
め
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
進
化
し
て
お
り
ま
す
。

②

V
ー
C
S

V
I
C
S
は
、
一
九
九
六
年
に
実
用
化
さ
れ
、
す
で
に

全
国
展
開
を
終
え
、
現
在
ま
で
に
累
計
九
〇
〇
万
台
以
上

の
V
I
C
s
ユ
ニ
ッ
ト
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
度
出
荷
分
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
の
V
I
C
S

ユ
ニ
ッ
ト
搭
載
率
は
約
八
割
を
超
え
、
カ
ー
ナ
ビ
の
標
準

的
な
装
備
と
し
て
浸
透
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

出典 : (財)道路交通情報通信システムセンター (V IC Sセンター)

2 V lC Sユニット ･カーナビの出荷台数累計

98.3 99,3 00.3 0 1,3 02,3 03.3 04,33

タ

第

ン

③

E
T
C

E
T
C
は
、
二
〇
〇

一
年
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
、
急

速
に
車
載
器
が
普
及
し
、
二
〇
〇
四
年
五
月
に
は
累
積
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数
が
三
〇
〇
万
台
を
突
破
し
ま
し
た

(図

3
)
0ま

た
首
都
高
速
道
路
で
の
E
T
C
利
用
率
が
二
二
%
に

な
る
な
ど
、
近
い
将
来
、
標
準
的
な
自
動
車
の
機
能
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

惚
、
A
S
V

A
S
V
と
は
、
自
動
車
本
体
が
、
安
全
運
転
支
援
機
能

を
備
え
た
先
進
安
全
自
動
車

(
>
o
く
き
o温

め
曵
①増

<
豊
臣
↓

の
略
称
で
す
。
そ
の
初
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
前
方
車
両
と
の
車
間
距
離
を
自
動
的
に
調
節
す
る

機
能
で
あ
る
A
C
C

(ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ

･
ク
ル
ー
ズ

･
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
)
が
一
九
九
五
年
に
世
界
で
初
め
て
商
用
化

さ
れ
、
そ
の
後
、
車
線
維
持
支
援
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ル
制

御
機
能
や
衝
突
被
害
軽
減
の
た
め
の
ブ
レ
ー
キ
制
御
機
能

な
ど
の
先
進
的
な
機
能
が
次
々
と
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
。◎

テ
レ
マ
テ
イ
ク
ス

一
九
九
七
年
に
日
本
で
最
初
の
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
サ
ー

ビ
ス
が
商
品
化
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
自
動
車
メ
ー
カ

ー
各
社
か
ら
新
し
い
商
用
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
通
信
技
術
の
向
上
や
I
T
社
会
の
浸
透
に
よ

り
、
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
普
及
す
る
見

込
み
で
す
。
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図3 ET C車載器セットアップ件数

目
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図 4 プローブ情報を用いた都道府

鼎キロあたり渋滞損失時間の を

◎

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
は
、
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
を
用
い
て
旅
行
時

間
デ
ー
タ
を
計
測
し
、
渋
滞
緩
和
効
果
の
評
価
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
お
り
ま
す

(図
4
)。
二
〇
〇
三
年
に
は
既
存

の
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
全
国
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
民
間
に
お
い
て
も
、
タ
ク
シ
ー
の
位
置
情
報
や
ワ

イ
パ
ー
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
道
路
混
雑
情
報
、
天
気
情

報
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

の

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は

一
九
八
九
年
に
G
P

S
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
徐
々
に

導
入
す
る
事
業
者
が
増
加
し
、
二
〇
0
三
年
に
は
七
〇
以

上
の
事
業
者
が
導
入
し
て
い
ま
す
。

③

携
帯
電
話

携
帯
電
話
は
一
九
九
六
年
頃
か
ら
本
格
的
に
普
及
し
は

じ
め
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
契
約
台
数
が
八
千
万
台
を
超

え
、
ほ
ぼ
就
業
人
口
全
員
に
一
台
の
割
合
に
ま
で
普
及
し

て
い
ま
す
。
二
〇
〇

一
年
以
降
は
、
カ
メ
ラ
や
G
P
S
機

能
な
ど
が
搭
載
さ
れ
た
高
機
能
機
種
が
販
売
さ
れ
、
そ
の

機
能
が
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

③

電
子
マ
ネ
ー

一
九
九
八
、
九
九
年
と
、
大
規
模
な
電
子
マ
ネ
ー
の
実

用
実
験
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
鉄
道
や
小
売

店
で
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
〇
四
年
四
月
の
時
点
で
は
、
国
内
で
約
｢

四
〇
〇
万
枚
の
I
C
カ
ー
ド
が
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
流
通

し
て
い
ま
す
。

ぬ

ウ
ェ
ブ
情
報

二
0
0
0
年
に
簡
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

(J

A
R
T
I
C
)
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

｢道
路
交
通
情
報

N
o

w
｣
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た

(図
5
)。
現
在
で

は
、
J
A
R
T
I
C
の
情
報
を
元
に
、
民
間
企
業
な
ど
で

も
多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
本
格
化
し
て
い

ま
す
。

2

現
れ
始
め
た
ー
T
S
の
効
果

I
T
及
び
I
T
S
の
進
展
に
伴
い
、
高
度
な
道
路
交
通

鮪

情
報
の
提
供
、
円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
、
生
活
環
境
の

20

改
善
、
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
な
ど
が
実
現
し
始
め
て
お

牝

り
、
近
年
そ
の
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

道



O

H
p
か
ら
の
道
路
情
報
の
入
手

多
く
の
地
方
整
備
局
･
事
務
所
に
お
い
て
、
通
行
規
制

情
報
、
気
象
情
報
、
路
面
情
報
な
ど
地
域
特
性
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
道
路
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

積
雪
な
ど
の
天
候
に
影
響
を
受
け
や
す
い
北
陸
地
方
な

ど
で
は
、
三

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
道
路
情
報
シ
ス
テ

ム
H
P
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
増
加
し
、
ま
た
中
国
･
九
州

地
方
な
ど
で
は
、
降
雨
に
よ
る
通
行
規
制
の
多
い
梅
雨
や

台
風
の
時
期
に
ア
ク
セ
ス
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

②

カ
ー
ナ
ビ
に
よ
る
利
便
性
向
上

走
行
ル
ー
ト
の
指
示
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
道
路
交
通
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
ザ
の
約
八
~
九
割
が

｢便
利
で

H 1 2 H 1 3 H 1 4
出典 :JA R T IC事業報告書

図 5 道路交通情報N ow※サイトへのアクセス数
(JA R T ICが叩ゾeb上で提供するサービス)

あ
る
｣
と
回
答
し
て
い
る
ほ
か
、
カ
ー
ナ
ビ
を
利
用
す
る

高
齢
者
の
八
割
が

｢安
心
し
て
運
転
で
き
る
｣
と
回
答
し

て
い
る
な
ど
、
カ
ー
ナ
ビ
に
よ
る
利
便
性
向
上
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
バ
ス
活
性
化

G
P
S
な
ど
の
位
置
情
報
利
用
技
術
の
進
展
に
よ
り
、

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
普
及
し
て
お

り
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
し

て
い
ま
す
。

国

E
T
C
の
普
及
に
よ
る
料
金
所
渋
滞
の
減
少

首
都
高
速
道
路
で
の
E
T
C
の
利
用
率
が
二
0
%
を
超

え
、
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
の
通
過
交
通
量
が
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、料
金
所
等
で
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎

多
様
な
料
金
施
策
の
実
現

首
都
高
速
道
路
で
は
、
E
T
C
利
用
者
を
対
象
と
し

た
き
め
細
か
い
料
金
設
定
を
実
施
し

(図
6
)、
夜
間
に

通
行
料
金
を
割
引
す
る
実
験
を
平
成

一
五
年
度
に
実
施

し
、
そ
の
結
果
、
割
引
の
あ
る
夜
間
に
E
T
C
利
用
者
が

約
二
0
%
増
加
し

(表
1
)
、
一
方
で
一
般
道
路
の
交
通

量
が
減
少
し
、
夜
間
の
沿
道
環
境
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し

た
。ま

た
阪
神
高
速
道
路
で
は
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
沿
線

の
環
境
改
善
を
目
的
に
、
五
号
湾
岸
線
の
E
T
C
利
用
者

に
よ
る
大
型
車
料
金
の
割
引
を
実
施
し
、
三
号
神
戸
線
や

国
道
四
五
号
か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
す
施
策
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
E
T
C
の
普
及
と
と
も
に
五
号

表 1 割引時間帯 (0 ~ 6、 2 2 ~ 2 4 ) の
利用交通量の変化

実験無し.- 実験中唾 増減

…

…

車

…
通

…
型

車

℃
…
普

…
大

全

E

‐

…

燃 鰊
“◎
＼′
0
%
Û-‘6イー

E T C車 節
烟

犠
鵤約

普通 “
増

胤
盪約

大型 開
館

亀
解約

※l)夜間割引実験がない場合の想定交通量
※2)夜間割引実験中の平均値

12 18 2223 o - 4 5 6 -2 時刻

(注)金額は、平成15年度実験実施時の料金体系、東京線普通車の例

出典 :首都高速道路公団資料

図 6 首都高速ET C夜間割引実験の料金体系

引
)

割
円

%
60

2
6
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湾
岸
線
の
利
用
が
増
大
し
、
環
境
改
善
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。回

地
域
に
お
け
る
ー
T
S
の
取
組
み

I
T
S
の
普
及
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
I
T
S
推

進
団
体
等
が
地
域
独
自
の
課
題
に
対
応
し
た
I
T
S
の
導

入
を
支
援
す
る
な
ど
、
I
T
S
推
進
に
係
る
取
組
み
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

三

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
方
向
性

I
T
S
が
既
に
日
常
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
、
今
後
は
個
別
サ
ー
ビ
ス
相
互
間
の
融
合

･
連
携
に

よ
る
様
々
な
展
開
が
図
ら
れ
、
I
T
S
が
生
活
の
一
部
と

な
り
、
社
会
的
課
題
の
解
決
、
社
会
の
変
革
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
も
い
う
べ
き
状
況

に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
と
な
る
情
報
分
野
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を

も
と
に
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
今
後
の
あ
り
方
と
I
T
S

に
よ
り
実
現
す
る
社
会
の
姿
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
今
後
の
あ
り
方

情
報
通
信
の
世
界
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど

が
先
端

･
流
行
の
機
器
か
ら
生
活
･
社
会
の
一
部
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
み
な

ら
ず
、
子
供
や
主
婦
、
お
年
寄
り
な
ど
が
家
庭
な
ど
で
普

通
に
使
う
生
活
ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た

携
帯
電
話
も
通
話
だ
け
で
な
く
、
電
子
メ
ー
ル
、
各
種
情

報
入
手
、
予
約
な
ど
多
様
な
機
能
を
実
現
し
、
誰
も
が
日

常
的
に
使
う
ツ
ー
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
I
T
S
の
個
別
の
シ
ス
テ
ム
も
、

さ
ら
な
る
進
化
や
シ
ス
テ
ム
相
互
の
融
合
･
連
携
に
よ
り

利
用
シ
ー
ン
が
増
加
し
、
I
T
S
も
流
行

･
先
端
の
ツ
ー

ル
か
ら
、
社
会
的
な
ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
が
融
合
･
連
携
し
、
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
I
T
S
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ

一ス

｢/

、

-

図

　

　一/

ー
ジ
で
は
、
①
事
故

･
環
境
負
荷
･
渋
滞
の
削
減
、
②
高

齢
者
･
身
障
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
社
会
、
③
高
速

道
路
の
有
効
活
用
や
公
共
交
通
の
有
効
利
用
に
よ
り
、
社

会
の
活
力
を
向
上
、
豊
か
さ
を
実
感
、
④
情
報
の
シ
ー
ム

レ
ス
化
や
物
流
効
率
化
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
、
新
た
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
目
指
し
ま
す

(図
7
)。

2

l
T
S
に
よ
り
実
現
す
る
社
会
の
姿

○

ク
ル
マ
社
会
が
も
た
ら
し
た
負
の
遺
産
の
清
算

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
急
激
な
経
済
成
長

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
世
界
的
に
も
毎
年

多
く
の
交
通
事
故
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す

(図
8
)。

交
通
事
故
の
軽
減
の
た
め
、
世
界
最
高
水
準
の
車
両
制
御

技
術
が
一
部
市
販
化
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
走
行
支
援
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
に
向
け
て
、
着
実
な
取
組
み
が
進
展
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
に
お
い
て
、
日
本

は
温
室
効
果
ガ
ス
(@

を
一
九
九
0
年
比
で
六
%
削
減

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
沿
道
環

境
に
お
い
て
、
大
気
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
る
測
定
局

は
約
六
割
で
、
ま
た
直
轄
国
道
の
う
ち
夜
間
騒
音
限
度
を

達
成
し
て
い
る
の
も
約
六
割
で
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
負
荷

の
軽
減
の
た
め
、
適
正
な
交
通
量
･
走
行
速
度
の
確
保
に

よ
る
地
球
環
境

･
沿
道
環
境
の
改
善
や
、
料
金
施
策
に
よ

る
交
通
誘
導

(図
9
)、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
な
ど
に
、

8 道イテセ 2004.6
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- - - 礪曲一･死者数(人)

---- - - - - - --- - - - -
｢ 三蠅璽交通事故件数(l955年を1とした件数) i

------“‐"- -一 〆 『 -★- G DP (1955年をlとした実質値)

-55年 -58年 ･6-年 ･64年 -67年 ･70年 ‘73年 -フ6年 り9年 '82年 r85年 -88年 ･9l年 ･94年 ･97年 ℃0年 '03年

図 8 日本の経済成長と事故件数の推移
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I
T
S
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
に
お
け
る
道
路
渋
滞
は
、
損
失
時
間

三
八
･
一
億
人
時
間
、
貨
幣
価
値
に
し
て
三
一兆
円
も
の

損
失
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
都
市
交
通
に
関
す
る
世
論
調

査

(
一
九
九
九
年
八
月
)
で
は
、
都
市
交
通
の
問
題
点
と

し
て
、
交
通
渋
滞
と
の
回
答
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

(図
中
)。
こ
の
交
通
渋
滞
の
解
消
の
た
め
、
高
速
道
路
で

の
渋
滞
の
七
割
を
占
め
る
料
金
所
部
分
や
サ
グ
部
分
･
ト

ン
ネ
ル
部
分
に
つ
い
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

加
え
I
T
S
活
用
に
よ
る
渋
滞
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
ま

　　　 　　　　　　
　　　　　
T 部 の o 交 九 も -東北道岩槻IC部

- て - -、, 千葉柏道路(千嫌区間)
　

　　　
　　

　　 　

そうなれはr

ゾ ノき引 きもで き!

図1 1 国道16号の3 D渋滞マップ
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た
渋
滞
量
の
3
D
マ
ッ
プ
化
な
ど
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や

す
い
把
握
を
行
い
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
効
果
的
な
渋
滞

対
策
を
実
施
し
ま
す

(図
=
)。

②

高
齢
者
、
身
障
者
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保

現
在
、
免
許
保
有
者
の
約
一
割
は
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
が
、
二
〇
三
〇
年
に
は
約
二
割

(
｢

七
〇
〇
万
人
)
に
倍
増
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
障
害
者
が
外
出
す
る
際
に
交
通
機
関
の
利
用
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
車
内
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
や
適
切
な
運
転
支
援
、
情
報
提
供
に
よ
り
、
高
齢

者

･
身
障
者
の
外
出
に
関
わ
る
負
荷
を
軽
減
し
、
安
全
な

運
転
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

③

豊
か
な
生
活
･
地
域
社
会
の
実
現

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(I
C
)
は
、
現
在

全
国
に
七
〇
五
ヵ
所
、
そ
の
平
均
I
C
間
隔
は
約
一
〇
如

で
あ
り
、
欧
米
の
四
~
五
蹴
と
比
較
す
る
と
、
倍
以
上
の

長
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
I
C
の
あ
る
市
町
村
数

は
五
五
三
ヵ
所
で
、
通
過
市
町
村
数
の
六
割
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
豊
か
な
生
活
･
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
ス
マ
ー
ト
I
C
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
I
C
を
倍
増

し
、
地
域
経
済
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す

(図
腰
)。

ま
た
、
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
利
用
者
は
全
国

的
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
I
T
S
に
よ
る
バ
ス
運
行
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
よ
り
、
地
方
の
生

活
の
足
と
し
て
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
に
よ
る
死
者
･
行
方
不
明
者
総
数
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
落
石
検
知
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
災
害

時
な
ど
に
は
道
路
利
用
者
へ
の
適
時
適
切
な
情
報
提
供
を

行
い
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
交
通
を
確
保
す
る
ほ

か
、
全
国
に
巡
ら
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
無
線
網
な
ど
の

広
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
関
係
各
機
関
の
情

報
共
有
を
行
い
、
効
率
的
な
施
設
管
理
や
災
害
な
ど
の
危

機
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

燭

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善

カ
ー
ナ
ビ
が
通
信
機
能
を
も
ち
、
携
帯

･
パ
ソ
コ
ン
と

一
体
化
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

共通に利用できるソフト
･ データ構造の汎用性確保
など

軽薄

図13 情報基盤の整備

に
な向

A

等

　

　
　
　
　

一

ゲ

A

　
　　

　
　
　

　
　

図 12 スマートlCイメージ

い
く
こ
と
は
、
ク
ル
マ
が
単
な
る
移
動
空
間
で
は
な
く
、

生
活
空
間
と
し
て
機
能
し
、
移
動
時
間
の
有
効
活
用
が
可

能
と
な
る
た
め
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
産
性
向
上
に
寄

与
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
的
な
集
配
送
や
荷
物
の
位
置
情
報
管
理
に
よ
り
、

物
流
の
効
率
化
が
進
展
す
る
ほ
か
、
一
、
0
0
0
万
人
に

及
ぶ
道
路
･
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
労
働
者
の
移
動
･

交
通
の
質
が
向
上
し
、
労
働
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
推
進
方
策

以
上
を
ふ
ま
え
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
社
会
及
び
I
C
の
倍
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増
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
、
国
家
戦
略
と
し
て
、
ス

今
回
の
日
本
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
準
備
の
た
め

開
催
会
場

マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

二
〇
〇
一
年
九
月
に
日
本
組
織
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
会

･
愛
互

め
に
は
、
｢安
全

･
安
心
｣
｢豊
か
さ
｣
｢快
適

･
便
利
｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
オ
ー
プ
ン

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す

(図
旧
)。

五

今
後
の
進
め
方

今
回
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
を
踏
ま
え
て
、
広

く
一
般
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
次
回

(七
月
二
七

日
開
催
予
定
)
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
に
お
い
て

新
た
な
提
言
を
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
提
言
を

も
と
に
、
I
T
S
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

六

-
T
S
世
界
会
議
…愛
知
･
名
古
屋一

一0
0
四

I
T
S
世
界
会
議
は
、
I
T
S
を
推
進
す
る
世
界
中
の

産
官
学

(民
間
企
業
、
団
体
、
行
政
、
大
学
等
)
の
関
係

者
が
参
加
し
、
I
T
S
に
関
す
る
研
究
開
発
や
実
用
化
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
等
を
行
う
国
際
会
議
で
す
。
一
九
九

四
年
に
パ
リ
で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
ア
ジ
ア
･

太
平
洋
地
域
、
ア
メ
リ
カ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
順

番
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
は
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

二
〇
〇
一
年
九
月
に
日
本
組
織
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
会

長
に
は
I
T
S
J
a
p
a

n
会
長
の
豊
田
章
一
郎
氏

(ト

ヨ
タ
自
動
車
㈱
取
締
役
名
誉
会
長
)
が
就
任
し
、
副
会
長

に
は
開
催
地
の
愛
知
県
神
田
知
事
、
名
古
屋
市
松
原
市
長

ら
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
、
地
域
の
I
T
S

推
進
協
議
会
、
関
係
団
体
が
委
員
と
し
て
、
I
T
S
関
係

四
省
庁

會
言察
庁
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通

省
)
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
世
界
会
議
は
、
｢飛
躍
す
る
移
動
｣
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
本
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
横
浜
で
の
開
催
か
ら
約
一
〇
年
が
経
過
し
た
我

が
国
に
お
け
る
最
新
の
I
T
S
技
術
の
普
及
状
況
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
会
議
に
は
な

い
取
組
み
と
し
て

｢市
民
参
加
｣
を
テ
ー
マ
と
し
、
世
界

会
議
に
新
し
い
潮
流
を
生
み
出
す
よ
う
な
展
示
会
、
テ
ク

ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。市

民
参
加
の
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
の
第
一
展
示
館
に
お
い
て
、
市
民
が
I
T
S
を

よ
り
よ
く
理
解
で
き
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
体
験
型
の
展

示
コ
ー
ナ
ー

｢
I
T
S
ワ
ー
ル
ド
｣
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

平
成
一
六
年
一
〇
月
一
八
日
(月
)
か
ら
二
二
日

(金
)

の
五
日
間

(展
示
は
二
四
日

(日
)
ま
で
)

懇知 ･名古屋シ
ンポルマーク

･
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

(開
会
式
)
(写
真
1
)

･
名
古
屋
市
国
際
展
示
場

(ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
)

(セ
ッ
シ
ョ
ン
、
展
示
会
、
閉
会
式
)
(写
真
2
)

開
催
規
模

･
会
議
登
録
者
数

五
千
名

･
全
参
加
者
数

五
万
名

･
全
国
参
加
者

五
0
万
名

道行セ 2004.6 ZZ
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ぶ
窮
み鯛廉
"
特
無
/
1
T
s
の
漕
贓
麟
鬮
鬮
淺
ト
=
=
=
=
=
=
=
彪

名
萱
塵
ス
マ
ー
ト
バ
ー
奪
ン
歩

構
会
稟
飜
に
つ
い
て

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
交
通
施
設
計
画
課

前
田

一

は
じ
め
に

名
古
屋
市
の
交
通
手
段
の
大
半
は
自
動
車
交
通
で
あ

り
、
大
型
商
業
店
舗
が
密
集
す
る
都
心
部
で
は
、
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

な
交
通
渋
滞
問
題
を
抱
え
て
ぃ
る
o

置
暈

｢事
一

二

釀
叢

そ
の
要
因
と
し
て
は
･

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
駐
車

麟
饉
囮

r
｣
杉汐

繊麗
群

場
が
立
地
し
、
特
に
都
心
部
で
は
駐
車
場
の
供
給
が
需
要

鰊
瞬き

ココ
鞠
親

奪醸

惟

　
　

　

　

　

　

　　
　

　
　
　
　
　

　
　

　　

　
　　
　
　

　　

　

　

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
駐
車
場
利
用
者
は
普
段
利
用

駐

し
て
い
る
駐
車
場
以
外
の
情
報
を
知
ら
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
利
用
し
た
い
駐
車
場
が
満
車
で
あ
る
と
入
庫
待
ち
を

し
た
り
、
違
法
路
上
駐
車
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
名
古
屋
市
で
は
平
成
三
年
五
月
か
ら
路
上

に
設
置
し
た
案
内
板
に
よ
り
駐
車
場
の
位
置
や
滴
空
情
報

を
提
供
す
る
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
、
道
路

交
通
の
円
滑
化
に
力
を
注
い
で
き
た
。

蔓
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t

t
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一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
情
報
通
信

技
術
の
向
上
や
国
民
生
活
へ
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
情
報
提
供
方
策
の
必
要
性
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

名
古
屋
市
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、
駐
車

情
報
シ
ス
テ
ム
と
い
う
名
称
で
、
平
成
一
五
年
三
一月
二

六
日
に
パ
ソ
コ
ン
及
び
携
帯
電
話
に
対
し
て
情
報
提
供
を

開
始
し
た

(図
1
)。

こ
う
し
た
中
、
名
古
屋
市
は
、
平
成
ニ
ハ年
二
月
天

日

(日
)
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
一
四
日

(日
)
に
か
け

て
通
信
型
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
案
内
実
験

(
ス
マ
ー
ト
パ
ー
キ
ン
グ
)
を
実
施
し
た
の
で
こ
こ
に
報

告
す
る
。

二

実
験
概
要

1

実
験
目
的

ス
マ
ー
ト
パ
ー
キ
ン
グ
社
会
実
験
は
、
名
古
屋
市
と
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
が
共
同
で
実
施
し
、
急
速
に

普
及
し
て
き
て
い
る
通
信
型
カ
ー
ナ
ビ
を
活
用
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
嗜
好
条
件

(目
的
地
か
ら
駐
車
場
ま
で
の
距

離
や
希
望
駐
車
料
金
等
)
に
沿
っ
た
駐
車
場
へ
案
内
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
違
法
路
上
駐
車
や
入
庫
待
ち
行
列
の
減

少
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
整
備
の
実
現

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
実
験
は
、
駐
車
場
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
標
準
化
し
、
様
々
な
提
供
者
が
共
通
し
て
活
用
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
策
定
さ
れ
た

｢駐

車
場
情
報
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
標
準
(案
)｣
(以
下
、

｢標
準

(案
)｣
と
す
る
。)
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
シ
ス
テ

ム
の
構
築
も
目
指
し
て
行
っ
た
。

こ
の
標
準

(案
)
は
、
平
成
一
四
年
度
に
国
土
交
通
省

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
が
事
務
局
と
な
り
学
識
者
、
警

察
庁
、
自
治
体
及
び
民
間
事
業
者
等
で
構
成
す
る
検
討
会

に
よ
り
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2

実
験
対
象
エ
リ
ア

実
験
対
象
エ
リ
ア
は
、
名
古
屋
市
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ

ム
の
対
象
エ
リ
ア
と
し
、
栄
地
区
約
一
八
〇
臘
、
名
古
屋

駅
地
区
約
二
0
0
齦
の
範
囲
と
し
た

(図
2
)。

ま
た
、
対
象
駐
車
場
を
名
古
屋
市
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ

ム
参
加
駐
車
場
約
一
〇
〇
駐
車
場
(約
一
四
、
0
0
0
台
)

と
し
た
。

3

実
験
モ
ニ
タ
ー

実
験
モ
ニ
タ
ー
は
通
信
対
応
カ
ー
ナ
ビ
を
保
有
し
、
実

験
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
会
員
登
録
し

た

｢
一
般
モ
ニ
タ
ー
｣
と
事
務
局
で
用
意
し
た
実
験
車
両

を
予
約
し
体
験
す
る

｢車
両
貸
出
モ
ニ
タ
ー
｣
の
二
種
類

と
し
た
。

な
お
、
実
験
シ
ス
テ
ム
で
は
、
実
験
モ
ニ
タ
ー
へ
の
情

報
提
供
を
通
信
カ
ー
ナ
ビ
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
サ
ー
バ
ー
か
ら

行
う
こ
と
と
し
て
い
た
た
め
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
通

。藷

群
き
嘉燕
き
蓬
浅
薄
,

‘/
〆
＼
槌
難
を
＼簿
せ
き

　
　
　

　

　

　

　　
　
　

　

　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　　

　 　　　　 　 　 　　　
駐車案内 ･誘導対象区域 (名古屋市都心部駐車場案内システム整備区域)と案内対象駐車場等の位置

図 2 名古屋市駐車場案内システム対象エリア
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信
カ
ー
ナ
ビ
プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
の
会
員
登
録
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

4

実
験
広
報
及
び
モ
ニ
タ
ー
募
集
方
法

実
験
実
施
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
多
く
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ

ー
等
を
作
成
し
、
参
加
駐
車
場
等
に
あ
ら
か
じ
め
掲
示
し

て
も
ら
う
な
ど
様
々
な
方
法
で
広
く
広
報
及
び
モ
ニ
タ
ー

募
集
を
行
っ
た

(図
3
･
4
)。

5

実
験
内
容

こ
の
実
験
は
、
出
発
前
に
駐
車
場
利
用
に
関
す
る
嗜
好

条
件
を
登
録
し
、
目
的
地
へ
出
発
す
る
と
、
通
信
カ
ー
ナ

　　　　　　　
　 　 　 　　　　 　 　 　 　 　

-しL-- - - - 　

図 3 実験モニター募集ホームページ画面

ビ
と
通
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
間
で
そ
の
条
件
に
沿
っ
た
駐
車
場

③

対
象
地
域
近
傍
ま
で
通
常
の
カ
ー
ナ
ビ
と
し
て
機

を
検
索
し
、
カ
ー
ナ
ビ
上
の
目
的
地
を
駐
車
場
へ
変
更
さ

能

せ
案
内
を
行
う
。

④

ド
ラ
イ
バ
ー
の
操
作
に
よ
り
、
カ
ー
ナ
ビ
と
情
枝

実
験
の
手
順
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(図
5
)。

①

あ
ら
か
じ
め
ド
ラ
イ
バ
ー
の
車
両
･
嗜
好
条
件
を

登
録

(嗜
好
条
件
は
目
的
地
に
応
じ
て
変
更
可
能
)

(図
6
)

②

出
発
時
、
カ
ー
ナ
ビ
に
対
象
地
域
内
の
目
的
地
を

設
定

讓
図4 実験広報ポスター及びリーフレット

能
④

ド
ラ
イ
バ
ー
の
操
作
に
よ
り
、
カ
ー
ナ
ビ
と
情
報

プ
ロ
バ
イ
ダ
及
び
駐
車
場
情
報
を
把
握
す
る
セ
ン
タ

ー
間
で
通
信
を
行
い
、
車
両
条
件
と
嗜
好
条
件
に
基

づ
い
て
選
択
さ
れ
た
駐
車
場
を
カ
ー
ナ
ビ
に
送
信

⑤

設
定
し
た
目
的
地
周
辺
の
条
件
を
満
た
す
駐
車
場

を
リ
ス
ト
表
示
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ
の
中
か
ら
駐
車

場
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
駐
車
場
ま
で
の

経
路
を
案
内

(図
7
)

三

実
験
結
果

実
験
に
は
、
一
般
モ
ニ
タ
ー
一
六
名
、
車
両
貸
出
モ
ニ

タ
ー
八
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
か
ら
以
下
の
効
果
を
得
た
。

1

シ
ス
テ
ム
面
か
ら
の
評
価

シ
ス
テ
ム
の
操
作
性
や
利
便
性
に
つ
い
て
参
加
者
の
七

一
%
が
実
験
シ
ス
テ
ム
を

｢満
足
｣
と
評
価
し
、
ま
た
、

将
来
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
時
に
は
、
五
六
%
が
｢利
用
す
る
｣

と
回
答
し
、
｢条
件
が
整
え
ば
利
用
す
る

(三
六
%
)｣
を

合
わ
せ
る
と
九
二
%
の
利
用
意
向
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
情
報
入
手
に
よ
る
駐
車
行
動
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
参
加
者
の
九
七
%
が
情
報
を
参
照
し
、
さ
ら
に
、
そ

の
中
で
情
報
提
供
さ
れ
た
駐
車
場
へ
行
動
を
変
更
し
た
利

用
者
が
六
八
%
あ
っ
た
。



　　 　　　　　　　　
鰯幽獸縁葉懐目的塩満聖憔癰-翔趨ゑ蠅箋弱競濠
　　 　　　　　　

2

交
通
面
か
ら
の
評
価

実
験
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
得
ら
れ
た
交
通
行
動

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
交
通
行
動
モ
デ
ル
分
析
に

よ
り
評
価
を
行
う
と
、
ピ
ー
ク
一
時
間
当
た
り
の
違
法
路

上
駐
車
台
数
が
約
一
、
六
0
0
台
の
削
減

(栄
･
名
駅
地

は岬
　　　　　　 　　 　 　 　　

　　　　@仂-ナビに目的地錺議定 目的地に案内
@項的地を

図5 スマートパーキング社会実験実施イメージ

③"-ナピの圃鮒驚こで◆ ④籟芻こ合った目的賜還勃
目的地に案内 駝動翳訥を珊言

　　　　　　　　　　　　

区
合
計
違
法
路
上
駐
車
三
二
七
五
台
に
対
し
約
五
0
%
削

減
)、
入
庫
待
ち
時
間
が
約
九
七
六
分
の
削
減

(栄

･
名

駅
地
区
合
計
延
べ
入
庫
待
ち
時
間
二
九
〇
四
分
に
対
し
約

三
四
%
削
減
)
等
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

(シ

ス
テ
ム
普
及
率
を
六
0
%
と
仮
定
し
て
算
定
)。

セントラルパーキング1

図 7 駐車場情報 ･案内画面 (図 5の④⑤) 図 6 嗜好条件登録画面 (図 5の①)

　
　　　
　　

　
　
　　

な
鰍

　　　　　　　　　　　
麒囃主動鱗園塵艶翻(横置料金、範彌醸離、
携主動場橇国艷詠鰍の収拶蟆･鰹醉

【名詞證鵲雑溢壺堰薹国内レステ幻



し
か
し
、
こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
ー
数
が
少

テ
ム
を
活
用
し
た
駐
車
場
案
内
の
高
度
化
が
可
能
で
あ
る

な
い
た
め
、
参
考
値
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。

こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。

今
後
、
更
な
る
社
会
実
験
等
の
実
施
に
よ
り
、
モ
ニ
タ

ー
数
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

4

今
後
の
課
題

こ
の
実
験
結
果
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
や
駐
車
場

図 9 駐車場情報提供による路上削減効果の算出フロー

3

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
証

案
内
の
効
果
に
つ
い
て
の
評
価
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き

実
験
期
間
中
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
公
共
で

た
が
、
モ
ニ
タ
ー
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

用
意
し
た
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
と
情
報
提
供
プ
ロ
バ
イ
ダ

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
情
報
提
供
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
協
力

間
で
円
滑
に
通
信
で
き
た
。

を
要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
通
信
カ
ー
ナ
ビ
に
よ
る
情

こ
の
こ
と
か
ら
、
標
準

(案
)
に
対
応
し
た
デ
ー
夕
べ

報
利
用
の
普
及
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ー
ス
と
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
既
設
シ
ス

ま
た
、
提
供
エ
リ
ア
の
拡
大
や
案
内
対
象
駐
車
場
の
増

加
も
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
大
き
く
関
わ
る
た
め
、
関
係
行

政
機
関
や
駐
車
場
経
営
者
へ
の
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
へ

の
加
入
促
進
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
幽

囚

□

四

お
わ
り
に

今
回
の
実
験
は
、
名
古
屋
市
の
交
通
施
策
の
今
後
の
あ

り
方
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義
な
内
容
と
な
っ
た
。

名
古
屋
市
で
は
、
現
在
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
を
管

理
･
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
や
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

率

も
し

者参

冥蝮システムの情報がなかった場合

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
実
験
結
果
は
、
ま
さ
に
そ
の
解
決
の
糸
口
の
一
つ

2

と
な
り
･

利
用
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
や
す
く
、
管
理
者

律

に
と
っ
て
は
運
営
し
や
す
い
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
方

道

向
性
が
見
い
だ
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

6

　　　

　

　

　

　　
･も

図 8 参照率及び参考率
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名
古
屋
都
心
部
に
お
け
る
歩
行
者
-
T
s
の
社
会
実
験

獺
靴

j
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
歩
行
者
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
検
討
-

名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
主
幹

盤
面
)

野
口

好
夫

こ
の
実
験
に
つ
い
て
概
要
や
今
後
の
課
題
等
を
紹
介
す
る
。

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
等

一

は
じ
め
に

今
日
、
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
方
な
ど
交
通
弱
者
の
安
全

･
安
心
･
快
適
な

移
動
を
支
援
す
る
歩
行
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

名
古
屋
市
及
び
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、

名
古
屋
市
内
最
大
の
繁
華
街
で
あ
り
、
今
年
一
〇
月
に
開

催
さ
れ
る
I
T
S
世
界
会
議
の
開
会
式
会
場
も
あ
る
名
古

屋
市
栄
地
区
に
お
い
て
、
階
段
や
車
道
横
断
な
ど
の
注
意

喚
起
、
現
在
位
置
の
案
内
、
経
路
案
内
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
交
通
弱
者
を
対
象
に
実
現
を
目
指

し
、
情
報
に
よ
る
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢円
滑
な
移
動
環
境
を
提
供
す
る

歩
行
者
I
T
S
社
会
実
験
｣
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は

｢歩
鱗

(ほ
こ
)
ナ
ビ
な
ご
や
｣
の
愛
称
名
で
実
施
し
た

本
実
験
は

歩
行
経
路
の
複
雑
な
名
古
屋
都
心
部
に
お

い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
歩
行
者
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
歩
行
者
I
T
S
に
つ
い
て
、
そ
の
効

果
と
課
題
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
験
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
、
健
康
福

祉
局
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
関
係
局
の
ほ
か
、
経
済
産
業

省
や
愛
知
県
警
な
ど
の
協
力
を
得
た
。
実
験
に
は
、
対
象

と
す
る
利
用
者
の
違
い
や
歩
行
者
I
T
S
技
術
の
開
発
状

況
か
ら
三
種
類
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
利
用
者

端
末
も
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
端
末

(P
D
A
)、
携
帯
電
話

と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
実

際
に
利
用
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
検
証
し
、
歩
行
者
I
T
S
の
実
用
化
に
向
け
て

の
課
題
点
等
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
。

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
、
そ
れ
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
等

･
情
報
提
供
内
容
及
び
提
供
方
法

(端
末
の
種
類
)
の

妥
当
性

･位
置
情
報
提
供
技
術
の
活
用
可
能
性

･
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
の
活
用
可
能
性

二

歩
行
者
-
T
S
の
技
術
的
}幡検
討

実
験
の
実
施
に
先
立
ち
、
我
が
国
に
お
け
る
歩
行
者
I

T
S
技
術
の
開
発
状
況
等
を
調
査
し
、
今
回
の
実
験
で
活

用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
技
術
的
検
討
を
行
っ
た
。

1

国
土
交
通
省
の
取
組
み
状
況

歩
行
者
I
T
S
の
標
準
化
さ
れ
た
技
術
基
準
の
策
定
を



目
指
し
、
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
で
は

二
〇
〇
〇
年
三

月
か
ら
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
五
つ

の
民
間
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

(二
四
社
)
と
共
同
研
究

を
開
始
し
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
た
。
現
在
も
、
つ

く
ば
市
内
の
実
道
に
お
い
て
継
続
的
に
実
験
が
行
わ
れ
る

な
ど
さ
ら
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

2

経
済
産
業
省
の
取
組
み
状
況

障
害
者
等
の
安
全
で
円
滑
な
移
動
を
支
援
す
る
情
報
通

信
機
器
･
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
･
相
互
運
用
性
を
確
保
す

る
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
公
募
に

よ
り
選
定
さ
れ
た
民
間
企
業
グ
ル
ー
プ

(五
社
)
と
障
害

者
等
が
共
通
に
利
用
で
き
る
利
用
者
端
末
を
活
用
し
た
移

、
-
-
-
l
I
l
･
･
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
l
l
l
l
-
-
-
-
-
-
-
-
-
l
I
I
I
I
l
J

　　P

図 1 利用者端末のイメージ

波

興
,　

　
動
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

利
用
者
端
末
･
シ
ス
テ
ム
等
の
実
用
化
及
び
普
及
を
促
進

す
る
た
め
の
仕
様

･
規
格
の
標
準
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

障
害
者
等
I
T
バ
リ
ア
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば

れ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁

も
参
画
し
て
お
り
、
図
1
の
よ
う
に
G
P
S
方
式
や
パ
ッ

シ
ブ
タ
グ
方
式
に
よ
る
位
置
測
定
な
ど
様
々
な
機
能
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

3

位
置
測
定
技
術
の
課
題

実
験
に
お
い
て
利
用
者
が
使
用
す
る
端
末
と
し
て
は
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
端
末
、
携
帯
電
話
の
三
つ
が
想

定
さ
れ
る
が
、
こ
の
順
に
可
搬
性
が
よ
く
な
る
か
わ
り
に

機
器
の
拡
張
性
が
低
下
す
る
。
前
述
の
取
組
み
は
視
覚
障

害
者
を
含
む
障
害
者
等
が
移
動
中
に
利
用
で
き
る
機
器
の

開
発
を
主
眼
と
し
て
お
り
、
可
搬
性
と
と
も
に
高
精
度
な

位
置
測
定
技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
開
発
さ
れ
た
機
器

は
ど
ち
ら
も
携
帯
端
末
で
あ
り
、
位
置
測
定
技
術
と
し
て

パ
ッ
シ
ブ
タ
グ
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、

高
齢
者
･
車
い
す
利
用
者
等
を
対
象
と
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
位
置
精
度
は
要
求
さ
れ
な
い
た
め
、
市
販
の

G
P
S
付
き
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
ほ
う
が
よ
り
実
用
化

に
近
い
シ
ス
テ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
た
だ
し
、
G
P
S
方
式
で
は
地
下
で

の
案
内
が
で
き
な
い
の
が
課
題
と
な
る
。

･インターネットを通じて、利用者の障害ペン
の種類や程度に応じたバリアフリー経路 彰
案内を行います。

図 2 実験の技術的展開
　　

　
耕
図

の

4

今
回
の
実
験
に
お
け
る
方
針

名
古
屋
市
及
び
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、

以
上
の
よ
う
な
歩
行
者
I
T
S
技
術
の
開
発
状
況
を
踏
ま

え
、
図
2
に
示
す
よ
う
な
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
歩
行
者
I

T
S
の
社
会
実
験
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
一
段
階
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
パ
ソ
コ
ン
を
活

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
地
下
も
含
め
た
歩
行
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
の
活
用
を
検
証
し
、
第
二
段
階
で
携
帯

端
末
を
活
用
し
て
現
地
実
験
を
展
開
す
る
。
第
三
段
階
で

は
携
帯
電
話
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
現
状
で
は
地
下

の
位
置
を
測
定
す
る
手
段
が
な
い
た
め
、
初
段
階
の
実
験

インターネットを用いた
歩行者msサービス

z8 道イテセ 2004,6



と
し
て
地
上
で
の
み
展
開
す
る
。
な
お
、
第
二
段
階
の
実

1

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
実
験

験
は
経
済
産
業
省
の
取
組
み
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
機
器

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

の
提
供
な
ど
で
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
最
短
経
路
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー

三

実
験
の
概
要

経
路

(車
い
す
の
経
路
)
を
案
内
す
る
W
e
b
-
G
I
S

を
試
作
し
て
お
り
、
今
回
の
実
験
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

表
1
に
示
す
三
種
類
の
実
験
を
行
い
、
各
利
用
者
か
ら

用
し
て
行
っ
た
。
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
土
交
通
省

の
評
価
を
得
た
。

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
が
作
成
し
た
仕
様
案
に
基
づ

き
、
栄
地
区
の
地
上
部
及
び
地
下
街
を
対
象
に
作
成
し
て

お
り
、
歩
道
の
種
別
、
有
効
幅
員
、
通
行
可
能
時
間
帯

‐

‐

…

　　

　
　
　

　
　

的
と
す
る
施
設
ま
で
の
経
路
検
索
を
行
う
た
め
、
図
3
に

示
す
よ
う
に
出
発
地
と
目
的
地
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
検
索

条
件

(最
短
経
路
、
付
添
有
り
の
車
い
す
の
経
路
、
車
い

‐
ま
の
地
髭

‐
ま

ま
の
地

‐

I

i

す
単
独
の
経
路
)
に
よ
っ
て
異
な
る
経
路
が
表
示
さ
れ
る
。

･目的地までの最短経路及びバリアフリー経路
(車いすの経路)を案内。
･経路は地図画面上に表示。
･目的地となる施設のバリアフリー情報を提供。

･目的地までの経路案内、階段･横断歩道など
の注意喚起、周辺情報提供を音声で実施。

･目的地までの最短経路及びバリアフリー経路
(車いすの経路)を案内。
･経路は地図画面上に表示。

-
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…-

-
定獺

　

　

　　
　
　

　

　
　　　

　　

　
　　　

　
　
　

　
　

　

　

　
　
　

　
　

　

2

携
轡罵
肺
末
を
活
用
し
た
実
験

獨

実
験
の
内
容

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
携
帯
端
末
と
ア
ン
テ
ナ
の
機

能
を
も
つ
白
杖
を
活
用
し
て
、目
的
地
ま
で
の
経
路
案
内
、

階
段
･
横
断
歩
道
な
ど
の
注
意
喚
起
、
周
辺
情
報
提
供
を

立里
戸
で
実
施
し
た
。

②

シ
ス
テ
ム
構
成

パ
ッ
シ
ブ
タ
グ
方
式
に
よ
る
位
置
測
定
機
能
を
も
つ
携

帯
端
末
を
活
用
し
た
本
実
験
の
シ
ス
テ
ム
構
成
を
図
4
に

示
す
。
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図 3 最短経路 (右) と車いす単独の経路 (左) の検索結果表示
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音声による情報提供な
　 　

　　

を
に

に
音

　　
　
　　

　

　

　
　
　
　
　
　

　
　　

　　
　

　　
　　
　

拂
実
験
の
準
備
と
し
て
、
歩
道
や
地
下
街
の
案
内
地
点

(経
路
の
分
岐
点
等
)
に
I
C
チ
ッ
プ
内
蔵
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
を
敷
設
し
た
。
こ
の
I
C
チ
ッ
プ
の
識
別
情
報
を
ア
ン

テ
ナ
の
機
能
を
も
つ
白
杖
を
通
し
て
読
み
と
り
、
携
帯
端

末
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
て
変
換
す
る
こ
と
で
、
位

置
情
報

(緯
度
、
経
度
)
を
取
得
す
る
。
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
デ
ー
タ
を
も
と
に
目
的
地
ま
で
の
経
路
を
確
認
し
、

取
得
し
た
位
置
情
報
に
合
わ
せ
、
右
左
折
の
指
示
な
ど
経

路
誘
導
を
立里
戸
で
行
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
に
は
、
階
段
や
横
断
歩
道
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
施
設
な
ど
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
階
段
･
横
断
歩
道
な
ど
の

注
意
喚
起
、
周
辺
情
報
提
供
を
経
路
誘
導
に
併
せ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

図4 携帯端末のシステム構成

3

携
帯
電
話
を
活
用
し
た
実
験

の

実
験
の
内
容

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
移
動
中
の
利
用
を
想
定
し
て
体
験
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
G
P
S
付
き
携
帯
電
話
を
活
用
し
て
最
短
経
路
及
び

バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路

(車
い
す
の
経
路
)
を
案
内
す
る
実

験
を
実
施
し
た
。
位
置
測
定
技
術
と
し
て
、
G
P
S
方
式

を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
位
置
情
報
が
取
得
で
き
な
い
地

下
街
を
は
ず
し
た
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
J
ク
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
地
上
部
の
み
で
の
実
験
と
し
て
行
っ
た
。

②

シ
ス
テ
ム
構
成

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
良
、
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ

ー
タ
の
差
替
で
民
間
の
歩
行
者
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
す
る
図
5
に
示
す
実
験
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。

4

実
験
エ
リ
ア
と
実
験
期
間

実
験
エ
リ
ア
及
び
実
験
期
間
を
図
6
に
示
す
。
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図6 実験エリアと実験期間

多
謝

“
園

こ
と
に
し
た
た
め
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
二
四
日
~
二
六

日
に
栄
地
区
で
行
わ
れ
た
I
T
S
関
連
イ
ベ
ン
ト

(I
T

S
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
)
に
合
わ
せ
て
実
験
を
開
始
し
た
。

実
験
期
間
中
の
総
ア
ク
セ
ス
件
数
は
六
、
O
0
五
件
、
他

の
二
つ
の
実
験
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
三
月
後
半
の

一
日
平
均
ア
ク
セ
ス
件
数
は
九
六
件
と
多
く
の
方
に
使
っ

て
い
た
だ
い
た
。

サ
ー
ビ
ス
が
実
際
に
対
象
と
し
て
い
る
高
齢
者
、
車
い

す
利
用
者
等
の
意
見
を
直
接
聴
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性

　　
　

.

難

…

ア

髄

,諦
眠

り

を
検
証
す
る
た
め
、
三
0
0
四
年
二
月
九
日
、
一
0
日
の

二
日
間
、
車
い
す
利
用
者
、
育
児
中
女
性
と
い
っ
た
当
該

サ
ー
ビ
ス
の
当
事
者
と
考
え
ら
れ
る
方
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
車
い
す
利
用
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
等
関
係
者
の

方
も
含
む
の
べ
五
二
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
｢歩
鱗

ナ
ビ
な
ご
や
体
験
会
｣
を
開
催
し
た

(写
真
-
)。

本
体
験
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
図
7
に
示

す
よ
う
に
経
路
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
の
四

割
の
方
に
満
足
い
た
だ
き
、
他
に
以
下
の
よ
う
な
意
見
が

　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　
一 …………--…- - - ………" - … } - - の て

図7 経略検索サービスの満足度 よ モ
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四

実
験
の
結
果

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
実
験

第
一
段
階
と
し
て
他
の
二
つ
の
実
験
に
先
行
し
て
行
う
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示
さ
れ
た
。

･
モ
ニ
タ
ー
が
重
視
し
た
検
索
機
能
は

｢身
体
状
況
に

合
っ
た
経
路
検
索
｣
で
あ
っ
た
。

表
示
機
能
で
は
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
に
対

す
る
評
価
が
高
く
、
施
設
情
報
と
そ
こ
に
至
る
経
路

情
報
を
一
括
で
収
集
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
端
末
で
は
、
携
帯
電
話
が
圧

倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
街
頭
端
末
が
パ
ソ
コ
ン
よ
り

ニ
ー
ズ
は
高
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

当
該
サ
ー
ビ
ス
で
外
出
機
会
が
増
え
る
と
回
答
し
た

モ
ニ
タ
ー
は
全
体
の
三
五
%
に
上
っ
た
。

2

携
帯
端
末
を
活
用
し
た
実
験

=

技
術
的
評
価

ま
だ
実
験
段
階
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
機
器
そ
の
も
の

の
評
価
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
し
た
い
と
い
う
今
回
の

実
験
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
事
前
に
モ
ニ
タ
ー
に
説
明
し
ご

理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
一
三

名
の
モ
ニ
タ
ー
に
発
話
の
内
容
が
異
な
る
二
種
類
の
機
器

を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
体
験
し
て
い
た
だ
い
た

(写
真
2
)。

歩
行
速
度
が
速
い
モ
ニ
タ
ー
な
ど
は
案
内
地
点
を
通
り
過

ぎ
て
か
ら
案
内
が
流
れ
る
場
面
も
多
く
み
ら
れ
た
が
、
タ

グ
の
読
み
飛
ば
し
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
体
の

向
き
を
測
る
地
磁
気
セ
ン
サ
ー
は
微
小
な
磁
気
を
感
知
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
発
話
途
中
に
モ
ニ
タ
ー
が
体
の
向

き
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
間
違
っ
た
方
向

を
案
内
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

②

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
｢注
意
喚
起
｣
及
び
｢経
路
誘
導
｣
だ

け
の
シ
ン
プ
ル
な
発
話
内
容
の
機
器
と
｢周
辺
情
報
提
供
｣

も
あ
わ
せ
て
行
う
機
器
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
い
た
だ
き

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

図
8
の
通
り
で
あ
り
、
｢注
意
喚
起
｣
及
び
｢経
路
誘
導
｣

に
つ
い
て
は
、
九
割
以
上
の
方
が
利
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
｢周
辺
情
報
提
供
｣
に
つ
い
て
は
、
先
の
二

つ
の
情
報
に
比
べ
る
と
利
用
意
向
割
合
は
低
い
も
の
の
、

必
要
な
時
と
必
要
で
な
い
時
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
切
り

替
え
て
使
え
る
と
よ
い
と
の
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
た
。

3

携
帯
電
話
を
活
用
し
た
実
験

㈲

技
術
的
評
価

一
〇
0
m
道
路
な
ど
広
い
公
共
空
間
を
も
つ
栄
地
区

　
　
　　逮　

　　

　
　れ和て
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経

情
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　 サービスの利用意向 (携帯端末)

Z2 道イテセ 2004,6

写真2 携帯端末実験の様子 (上 ･下)



は
、
ビ
ル
街
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
空
が
ひ
ら
け
て
い

る
場
所
も
多
く
十
分
に
G
P
S
の
実
験
が
で
き
る
環
境
に

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
因
果
関
係
は
不
明
で
あ
る
が

テ
レ
ビ
塔
周
辺
で
の
誤
差
が
大
き
か
っ
た
。
実
験
に
は
、

モ
ニ
タ
ー
及
び
一
般
の
来
街
者
合
わ
せ
て
九
四
名
の
方
に写真3 携帯電話実験の様子

参
加
い
た
だ
い
た

(写
真
3
)。
使
用
し
た
歩
行
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
デ
ー
タ
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
が
入
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
元
の
民
間
商
用
サ
ー
ビ
ス
の
も
の
と
比
較

し
て
詳
細
で
あ
っ
た
が
、
G
P
S
の
精
度
で
は
そ
の
利
点

を
生
か
せ
な
か
っ
た
。

②

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

図
9
に
サ
ン
プ
ル
の
属
性
を
、
図
10
に
今
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
意
向
を
示
す
。
携
帯
電
話
を
活
用
し
て
い
る
た

め
高
齢
者
等
に
と
っ
て
は

｢操
作
が
難
し
い
｣、
｢画
面
が

小
さ
い
｣
と
い
っ
た
機
器
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、
高
齢
者

サ
ン
プ
ル
が
多
い
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
お
よ
そ
三
分
の
二
が

利
用
し
た
い
と
答
え
た
。

五

ま
と
め

本
社
会
実
験
は
、
今
年
度
も
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
て
継

続
す
る
予
定
で
あ
る
。
昨
年
度
の
実
験
で
は
、
歩
行
経
路

の
複
雑
な
都
心
部
に
お
い
て
、
情
報
に
よ
る
歩
行
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
シ
ス
テ
ム
改
良
に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
は
よ
り

実
用
化
に
近
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
よ
り
安
価
で
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
す
る

こ
と
が
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
新
鮮
な
情

報
へ
の
更
新
が
重
要
で
あ
り
、
デ
ー
タ
更
新
に
つ
い
て
ツ

ー
ル
等
を
用
い
て
よ
り
容
易
に
行
う
方
法
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

畝牧
野
~
港
里
心

技
術
研
究
組
合
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
開
発
機
構

藤
田

昌
宏

は
じ
め
に

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
で
は
、
I
T
を
活
用
し
て

道
路
と
車
両
が
相
互
に
連
携

(路
車
協
調
)
し
て
自
動
車

の
走
行
環
境

(安
全
性
、
効
率
性
等
)
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)

の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
産
官
学
が
取
り
組
む
I
T
S
の

重
要
な
開
発
分
野
で
あ
り
、
二
0
0
0
年
の
公
開
実
験

(の
B
当

□
舞
のN
--□
のB
o
8
o
e

で
発
表
し
た
路
車
協
調

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
米
国
や
欧
州
の
路
車
協
調
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
現
在
で
も
世
界
の

最
先
端
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

研
究
開
発
の
体
制
に
つ
い
て
も
世
界
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
る
。産
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

自
動
車
、
電
気
、
重
機
メ
ー
カ
で
構
成
さ
れ
る
A
H
S
研

究
組
合
と
連
携
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
0
0
0
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
公
開
後
、
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
進
め
、
二
〇
〇
二
~
二
〇
〇
三
年
度
に
全
国
七
ヵ

所
の
実
道
で
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
実
道
で
の
実
験
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
夢
の
技
術
と
言
わ
れ
て
き
た
A
H
S
が
基
礎
的

･
要
素

技
術
的
研
究
段
階
か
ら
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
た
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
い
。

一

A
H
S
の
必
要
性
一

近
年
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
交
通
事
故
件
数
そ
の
も
の
は
七
〇
年
代
以
降
年
々

増
加
し
て
い
る
。交
通
事
故
の
原
因
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

発
見
の
遅
れ
、
判
断
の
誤
り
、
運
転
操
作
の
誤
り
が
全
体

の
七
五
%
を
し
め
て
い
る

(図
1
)
。

こ
れ
ま
で
の
事
故
対
策
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の

義
務
化
、
道
路
の
線
形
改
良
、
注
意
看
板
の
設
置
と
い
っ

た
方
法
で
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
効
果
を
上
げ
て
き
た

r帆費を残盆8と-交麗事籟験#アータ｣(財)文選鯵敲総合自炊センタ- ,

鬱交遊事故原因の内訳



が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来

な
い
、
道
路
の
改
良
に
は
コ
ス
ト
と
時
間
が
か
か
る
、
注

意
看
板
は
時
間
経
過
と
と
も
に
効
果
が
減
少
し
て
い
く
と

い
う
技
術
的
課
題
が
あ
っ
た
。

A
H
S
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
危
険
事
象
の
検
知
、
ド
ラ

イ
バ
へ
の
情
報
提
供
に
関
し
て
I
T
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
事
故
に
つ
な
が
る
発
見
の
遅
れ
、
判
断
の
誤
り
、
操

作
の
誤
り
に
た
い
し
て
、
そ
の
直
前
に
情
報
提
供
、
警
告
、

操
作
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
事
故
を
回
避
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
、
走
行
時
の
安
全
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

二

A
H
S
の
基
本
的
~な
考
え
方

車
両
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
側
の
支

援
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
短
所
が
あ
り
、
単
独
で

は
高
度
な
I
T
S
の
実
現
は
困
難
で
あ
る
。
両
者
の
長
所

を
活
か
し
、
短
所
を
補
い
あ
え
ば
広
い
範
囲
で
安
全
走
行

の
支
援
が
可
能
に
な
る
。
A
H
S
は
道
路
と
車
両
が
情
報

通
信
を
介
し
て
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
ド
ラ
イ
バ
の
走
行
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
路
車
協

調
型
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

(図
2
)。

三

A
H
S
の
サ
ー
ビ
ス

1

A
H
S
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

(i
、
c
、
a
)

A
H
S
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
、
｢運
転
に
必
要
な
情

報
の
収
集
｣
、
｢車
両
の
操
作
｣
、
｢運
転
に
対
す
る
責
任
｣

に
お
け
る
支
援
レ
ベ
ル
に
よ
り
次
の
三
つ
の
段
階
に
分
類

さ
れ
る

(図
3
)。

①

支
援
レ
ベ
ル
l
i

,

ド
ラ
イ
バ
の
情
報
収
集
の
一
部
を
シ
ス
テ
ム
が
支

援
す
る
レ
ベ
ル

(情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
)

②

支
援
レ
ベ
ル
-
c

…

ド
ラ
イ
バ
の
情
報
収
集
の
一
部
に
加
え
て
運
転
操

作
の
一
部
も
シ
ス
テ
ム
が
支
援
す
る
レ
ベ
ル
。
(操

作
支
援
サ
ー
ビ
ス
)

③

支
援
レ
ベ
ル
-
a

“

情
報
収
集
と
運
転
操
作
及
び
責
任
の
全
て
を
シ
ス

テ
ム
が
負
う
レ
ベ
ル
。
(自
動
走
行
サ
ー
ビ
ス
)

『浅

識"っ"‘;轢を《貸て‘、

;‘h;′′f′!"'

ず　
　
　
　

一変支援レベルゼ シ支援レベル刻
　　
　　　

　

　

　

榊
耕

一
　
　

　

　
　

　
　

　{
A

任

"
3

責

W
図 A H S のサービスレベル

　
　
　

　

　

　

一
情

操

責

…

現
在
は
支
援
レ
ベ
ル
-
i
に
つ
い
て
研
究
、
実
験
を
行

っ
て
い
る
。

2

実
用
化
を
目
指
す
A
H
S
の
サ
ー
ビ
ス

安
全
、
効
率
･
環
境
、
そ
の
他
の
目
的
に
関
し
て
、
自

動
車
の
基
本
的
な
挙
動
を
支
援
す
る
基
本
ユ
ー
ザ
サ
ー
ビ

ス
を
体
系
化
し
た

(図
4
)。
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そ
の
上
で
、
緊
急
課
題
で
あ
る
安
全
対
策
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
、
事
故
統
計
を
分
析
し
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

定
め
た
。
そ
の
中
か
ら
前
方
停
止
車
両
･
低
速
車
両
情
報

提
供
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
路
面
情
報
提
供
支
援
サ
ー
ビ
ス
つ
い
て
は
、
実
道

で
の
研
究
･
実
験
を
進
め
て
い
る
。

基本ユーザサービス

　
　

　

　
　

化
邇

化
少

を

　
　　
　　
　

邇
蝦
化
迩
滅

!

　　　
　
　　
　
　
　
　
　( 醸、僕避…ドライバ｣遵奉纜籠など) ^ !

≧撥方向挙勘の支援、
　　　 　 　　

美濃方向挙動の支攪 ?

,ゞ横方向挙動の支鰯

図4 基本ユーザサービス体系

ジ

　　
構報提供

⑥琵冤の澤れに対応

今回の実証実験の

　

　

　

　

　
　　
　

　
q
リ
ラ

の

-

図

事
は

5

　　　

Sの支援方法

警報
⑧判断の撰朝こ鶇応

3

A
H
S
の
支
援
方
法

A
H
S
は
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
、
障
害
物
の
未
発

見
や
発
見
の
遅
れ
に
対
す
る
情
報
提
供
、
判
断
の
誤
り
に

対
す
る
警
報
、
操
作
の
誤
り
に
対
す
る
操
作
支
援
を
ド
ラ

イ
バ
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
は
、

道
路
の
セ
ン
サ
が
停
止
車
、
低
速
車
、
渋
滞
末
尾
な
ど
を

検
知
し
て
無
線
通
信
で
車
に
伝
達
す
る
。
車
は
ド
ラ
イ
バ

に
立里
戸
や
映
像
で
情
報
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る

(図
5
)。

四

実
証
実
験

実
道
で
の
実
証
実
験
は
、
平
成
一
四
~
一
五
年
度
に
各

道
路
管
理
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
全
国
七
ヵ
所
で
実
施
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
前
方
停
止
車
両
･
低
速
車
両

情
報
提
供
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
路
面
情
報
提
供
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
3
種
類
を

地
域
に
応
じ
て
一
~
三
種
類
実
施
し
た
。

実
験
実
施
箇
所
を
表
1
に
示
す
。

七
ヵ
所
で
の
実
証
実
験
の
う
ち
首
都
高
速
道
路
参
宮
橋

区
間
、
及
び
東
名
阪
自
動
車
道

(名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
)
の
結
果
に
つ
い
て
、
特
に
A
H
S
の
効
果
に
焦
点

を
当
て
て
報
告
す
る
。

1

実
道
実
証
実
験
箇
所
の
特
徴

実
道
実
証
実
験
箇
所
の
う
ち
･

首
都
高
速
道
路
参
宮
橋

楡

区
間
、
及
び
東
名
阪
自
動
車
道

(名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク
シ

道

ヨ
ン
)
の
二
カ
所
の
特
徴
を
図
6
、
図
7
に
示
す
。

% 2004 6

　

　　　　
　

　情報の流れ )

ゾ 遭路からクルマへ備輻を伝達

クルマが弱ドライ′(一へ
リアルタイムに俄翼を優横

ムイメージ)



表 1 実道実証実験箇所と実施したA H Sサービス

道 路 地 区

前方停止車両 ･

低速車両情報提供
支援サービス

カーブ進入

危険防止支援

サービス

路面情報提供
支援サービス

首都高速道路 参宮橋地区 ○ ○

東名阪自動車道 名古屋西ヅヤンクション ○ ○

東名阪自動車道 上社ヅヤンクション ○ ○

国道 25 号 ･

名阪国道
米谷地区 . ○ ○ ○

国道 246 号 松田惣領地区 ○

束名高速道 大沢川高架橋 ○

国道 45号 宮古トンネル群 ○

鱗都高参寓橋区間の 鱒に関するデータ メも ′群才 鱗】 “

B B m 盆o o m
都市高速麗籍の 約5万台′日 f

麒カーブ (州 7% ) " ,

.----………“{- -“…-▲ )‐“{^̂◆- ~--- ------ - - ‐------一員そ巽一一一…-"-……----… ｣ N
出典 :交通量･大型車混入率は、道路交通センサス(H n )より方向別の値(推計)

図 6 首都高速道路参宮橋区間の概要

◎名古屋西ジャンクションに関するデータ

湖勲明 鱒m ジャンクション 約1万台/目 -l
　　　　　

出典 :交通量･大型車混入率は、道路交通センサス(H = )より方向別の値(推計)

図7東名阪自動車道 (名古屋西ジャンクション) の概要

　　
　

　

区間 〆



　
　
　
　

　　

　　　　　　

羨

爛
髄

さ クルマか蘂
ヴ ドライバーに蝿えない宛棚づの完の 個々のクルマの走行状態に寵じ、　　　　　　　　　
一 機雛を瀞ぼやく、分かりや漸く提供 邇硼隠構難を覊轉怠タイミング超纒饌を、構鬮襲癩饌 $、

図 8 参宮橋区間及び名古屋西ジャンクションでの実験内容

　　 　　　　　　　　　　　 　　

翳麗の握れ【による渋滞菜麗への
邁実物藁故なごの囃止騨への臟襲

迩臟宥鬱バーによる側轤への諦裏

方㈱ブの癰離挫け超なく、
宛一ヲの彬琥の纜騨竈儀濃

力㈱ブの難に務る

渋糯莱麗なごの癰癰を罐鱗鑑盡

2

A
H
S
実
験
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

A
H
S
の
情
報
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
実
験
車
を

も
ち
い
て
、
見
え
な
い
カ
ー
ブ
の
先
の
情
報
を
す
ば
や
く

伝
え
る
実
験

(前
方
停
止
車
両
･低
速
車
両
情
報
提
供
支

援
)
と
、
急
カ
ー
ブ
進
入
時
の
速
度
に
応
じ
て
カ
ー
ブ
の

情
報
を
伝
え
る
実
験

(カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
)
を

実
施
し
た

(図
8
)。

な
お
、
名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
無
線
通
信

で
車
両
に
情
報
を
伝
達
す
る
以
外
に
、
受
信
器
を
持
た
な

い
一
般
車
両
に
対
し
て
情
報
表
示
板
を
用
い
て
情
報
提
供

を
行
っ
た
。

3

効
果

の

参
宮
橋
区
間
で
の
情
報
提
供
効
果

参
宮
橋
区
間
の
実
道
実
験
で
は
、
平
成
一
五
年
一
0
~

三

月
の
四
週
間
で
三
0
台
の
事
故
を
観
測
し
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
と
り
ま
と
め
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
故

は
い
ず
れ
も
前
方
の
障
害
物

(渋
滞
末
尾
、
事
故
停
止
車
)

に
起
因
す
る
事
故
及
び
ス
ピ
ー
ド
超
過
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
事
故
で
あ
っ
た
。

今
回
の
実
験
は
実
験
車
を
使
用
し
て
お
り
、
一
般
車
へ

の
情
報
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
前
方
の
障
害
物
に
起

因
す
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
通
行
す
る
一
般
車
に
前
方
障

害
物
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
事
故
を
軽
減
で

き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ピ
ー

ド
超
過
に
起
因
す
る
事
故
に
つ
い
て
も
、
車
両
の
走
行
速

度
に
応
じ
適
切
な
注
意
喚
起
を
行
い
、
速
度
を
抑
制
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
故
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

㈱

名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
の
情
報
表
示
板
に
よ

る
効
果

宍
道
実
験
箇
所
で
あ
る
名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
情
報
表
示
板
を
用
い
た
一
般
車
両
へ
の
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
表
示
板
位
置
で
の
事
象

(停
止
･
低

速
)
情
報
の
提
供
有
無
に
よ
る
車
両
の
速
度
差
を
観
測
し

た
。
そ
の
結
果
、
情
報
提
供
に
よ
り
速
度
を
低
下
さ
せ
る

傾
向
が
観
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た

(表
2
)。

五

お
わ
り
に

今
回
の
報
告
で
は
、
昨
年
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
実
道
で

の
実
証
実
験
の
結
果
を
報
告
し
た
。そ
の
結
果
と
し
て
は
、

前
方
障
害
物
の
警
星
□
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
A
H
S
の

一
部
に

つ
い
て
は
、
社
会
的
に
有
用
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

技
術
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
実
用
化
に
向
け
た
検
討
事
項
と
し
て
、
危
険
事

象
を
検
知
す
る
た
め
の
セ
ン
サ
の
低
コ
ス
ト
化
、
ド
ラ
イ

バ
に
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
車
載
器
の
普
及
、
導
入
す

る
セ
ン
サ
の
道
路
管
理
へ
の
利
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
A
H
S
は
世
界
の
路
車
協
調
シ
ス
テ
ム
を
リ

ー
ド
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
世
界
的
に
も
I
T

2 8 道イテセ 2004 6



s
が
研
究
開
発
段
階
か
ら
実
用
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

な
か
、
日
本
が
提
唱
し
て
き
た
路
車
協
調
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
実
際
の
社
会
シ
ス
テ
ム

と
し
て
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
役
割

が
大
き
い
と
こ
と
が
認
識
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
自
動

車
大
国
の
米
国
で
も
、
今
年
中
に
は
成
立
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
次
期
交
通
予
算
法
案
の
審
議
の
中
で
も
、
初
め
て

路
車
協
調
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
。さ
ら
に
法
案
で
は
、

I
T
S
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
段
階
か
ら
、
道
路
施
策

の
様
々
な
分
野
に
具
体
的
な
施
策
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
I
T
S
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
す
る

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

(豊
田
章
一
郎
会
長
)
が
現

在
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
I
T
S
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性
が
ど
の
よ
う
に
提
言
さ

れ
る
の
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

表 2 情報表示板の情報提供による、表示板視認地点前後での一般車の速度比較

騨
度鯛鰔

通 度廟通
の

、1
ノ

後
差
h

前
度
/

過
速
蹴

通

(

象
数

…
%
U

挺

讓
㈲
…

調
車

…
91

,
9 に

JLワ
‘

濯
鰹

〔uV-

速度注意※2 87
,
9 ハUQ

U
ワ
!

ハリ身

※ 2 停止 -低速事象発生前に、 解消後に表示板視認地点を通過した車両よりランダム抽出
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ば
ん

だ
い

ば
し

萬
代
橋
の
重
要
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

北
陸
地
方
整
備
局
新
潟
国
道
事
務
所

-r一

は
じ
め
に

新
潟
市
の
中
心
部
、
信
濃
川
に
架
か
る
国
道
七
号
萬
代

橋
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文

化
審
議
会
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
萬
代
橋
は
、
明

治
一
九
年
に
初
め
て
信
濃
川
河
口
部
に
架
橋
さ
れ
た
初
代

か
ら
数
え
て
三
代
目
と
な
り
ま
す
。
初
代
萬
代
橋
が
架
橋

さ
れ
る
ま
で
は
、
信
濃
川
河
口
部
に
橋
は
一
つ
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

新
潟
市
は
、
信
濃
川
河
口
に
位
置
し
古
く
か
ら
新
潟
湊

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
信
濃
川
西

岸
の
旧
新
潟
町
は
長
岡
藩
に
よ
る
港
、
そ
の
対
岸
の
旧
沼

垂
町
は
新
発
田
藩
の
港
と
し
て
水
運
と
西
廻
り
航
路
に
よ

る
国
内
貿
易
の
中
継
湊
と
し
て
繁
栄
し
、
明
治
元
年
に
は

日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
、

函
館
と
と
も
に
開
港
五
港
の
一
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
開
港

し
て
い
ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
を
経
て
平
成
と
な
っ
た
現
在
、
新

潟
市
は
人
口
約
五
三
万
人
で
、
日
本
海
側
と
し
て
は
最
大

規
模
の
港
町
と
し
て
発
展
し
、
萬
代
橋
が
信
濃
川
両
岸
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
新
潟
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た

(図
1
)。

二

初
代

｢萬
代
橋

(よ
ろ
ず
よ
ば
し
)｣

初
代
萬
代
橋
架
橋
当
時
の
信
濃
川
河
口
部
は
約
七
〇
0

m
の
川
幅
で
、
初
代
萬
代
橋
が
架
け
ら
れ
る
ま
で
は
橋
が

無
く
、
西
の
旧
新
潟
町
と
東
の
旧
沼
垂
町
と
の
行
き
来
は

も
っ
ぱ
ら
有
料
の
渡
し
船
で
、
そ
れ
も
洪
水
や
風
雪
に
よ

っ
て
た
び
た
び
欠
航
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
一
九
年
三
月
、
当
時
新
潟
日
々
新
聞
社
社
長
の
内

　

　

　

代

く

萬

~
競
艇
動乱

　
　
　
　
　

　

　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　

　　　　　

　
　　

　

　

聯

鑿

1

道

図

　



　畑五　代満
載

　
　

　
　

代
稠(新潟市郷土資料館蔵)

山
信
太
郎
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
第
四
銀
行
頭
取
の
八
木

朋
直
が
出
資
し
て
事
業
に
着
手
、
測
量
及
び
設
計
を
内
務

省
土
木
局
技
師
古
市
公
威
に
依
頼
し
て
、
一
一
月
に
初
代

萬
代
橋
が
有
料
橋
と
し
て
完
成
し
ま
し
た

(図
2
)。

萬
代

(よ
ろ
ず
よ
)
橋
と
い
う
名
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
、

架
橋
に
私
財
を
投
じ
た
八
木
朋
直
が
、
萬
代

(よ
ろ
ず
よ
)

ま
で
も
新
潟
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
を
願
っ
て
命
名
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三

二
代
目

｢萬
代
橋
｣

そ
の
後
、県
の
所
有
と
な
り
無
料
と
な
っ
た
萬
代
橋
は
、

電
灯
の
取
り
付
け
に
よ
っ
て
夜
間
通
行
の
便
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
交
通
量
は
増
大
し
ま
し
た
が
、
老
朽
化
も

進
み
、
明
治
四
一
年
一
月
に
は
内
務
大
臣
か
ら
架
け
替
え

の
認
可
が
下
り
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
同
年
三
月
の
新
潟
大
火
に
よ
っ
て
橋
の
半

分
以
上
が
焼
け
落
ち
る
と
い
う
大
被
害
を
生
じ
、
直
ち
に

応
急
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
架
け
替
え
の

た
め
の
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
着
工
は
極
め
て写真 1 三代目萬代橋 (左) と二代目萬代橋 (右)

早
く
、
明
治
四
二
年
三

月
に
二
代
目
萬
代
橋
は
完
成
し

ま
し
た
。

四

三
代
目

(現
在
の
)
｢萬
代
橋

(ば
ん
だ

い
ば
し
)｣

大
河
信
濃
川
に
架
か
る
長
い
木
の
橋
と
し
て
、
新
潟
地

域
発
展
の
｢礎
｣
と
な
っ
た
萬
代
橋
で
し
た
が
、
人
力
車
、

牛
馬
車
か
ら
自
動
車
へ
と
い
う
世
情
の
中
で
、
橋
の
損
傷

が
著
し
く
な
り
、
都
市
の
近
代
化
や
、
到
来
す
る
自
動
車

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
永
久
橋
へ
の
架
け
替
え
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

折
し
も
、
大
正
三

年
の
大
河
津
分
水
路
の
完
成
に
よ

っ
て
信
濃
川
下
流
部
の
流
量
が
減
少
し
、
川
幅
が
三
分
の

一
(七
七
0
m
↓
二
七
0
m
)
と
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
た

め
、
技
術
的
に
も
費
用
面
で
も
架
け
替
え
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

昭
和
二
年
着
工
、
昭
和
四
年
八
月
二
三
日
に
橋
長
三
〇

七
m
の
三
代
目
萬
代
橋
が
完
成
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

架
橋
に
関
し
て
は
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
を
、
関
東
大

震
災
復
興
事
業
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
復
興
院

(復
興
局

の
前
身
)
の
人
々
が
あ
た
り
、
設
計
は
復
興
局
の
橋
梁
課

長
で
あ
り
東
京
帝
都
大
学
教
授
を
兼
務
し
て
い
た
田
中
豊

と
都
下
の
福
田
武
雄
が
行
い
ま
し
た
。

萬
代
橋
は
、
関
東
大
震
災
の
直
後
に
設
計
さ
れ
、
震
災

の
時
に
ア
ー
チ
型
式
の
橋
に
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、

潮
風
に
よ
る
腐
食
を
考
え
将
来
に
わ
た
っ
た
維
持
補
修
も
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容
易
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
が
選

て
も
揺
る
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

(図
3
)。

て
い
き
ま
し
た
。

定
さ
れ
ま
し
た
。

〈交
通
の
大
動
脈
〉

五

萬
代
橋
の
用

･
強

･
美

ま
た
施
工
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
土
木
科
を
卒
業
し

た
後
復
興
局
技
師
に
任
じ
ら
れ
、
招
請
米
人
技
師
と
と
も

に
隅
田
川
の
架
橋
工
事
に
あ
た
り
、
空
気
潜
函
技
術
の
国

産
化
に
尽
力
し
た
正
子
重
三
が
担
当
し
ま
し
た
。
正
子
は

技
術
陣
を
引
き
連
れ
て
、
こ
の
萬
代
橋
で
初
め
て
日
本
人

技
術
者
だ
け
で
空
気
潜
函
工
法

(ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
工
法
)
で
施
工
し
ま
し
た
。

萬
代
橋
の
ア
ー
チ
を
支
え
る
基
礎
底
面
は
水
面
下
一
五

m
あ
ま
り
で
、
ケ
ー
ソ
ン
の
大
き
さ
は
五
階
建
て
の
ビ
ル

に
相
当
し
、
昭
和
三
九
年
に
発
生
し
た
新
潟
地
震
に
お
い図 3 萬代橋を支える基礎

1

用
l
都
市
の
大
動
脈
ー

へ東
西
を
結
ぶ
〉

萬
代
橋
を
介
し
、
新
潟
･
沼
垂
の
東
西
両
岸
地
域
の
結

び
つ
き
は
強
く
な
り
、
大
正
三
年
の
両
町
の
合
併
後
、
新

潟
市
周
辺
町
村
と
の
合
併
を
繰
り
返
し
発
展
、
広
域
化
し

10…ー…- … - - - - し 両

　 　　 　 　　
　 　!

- 展 の
S 4 S 1 3 S 2 3 S 3 3 S鳰O S 5 2 S B O H 9 H 14 日す4 ･ △》

図4 萬代橋における自動車交通量の推移
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台
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0

0
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干
フ
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4

3

2

1

昭
和
四
年
の
完
成
か
ら
七
五
年
を
迎
え
る
今
も
な
お
、

一
日
に
四
万
台
以
上
の
自
動
車
交
通

(歩
行
者
自
転
車
一

万
人
以
上
)を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

大
正
一
四
年
に
実
施
さ
れ
た
新
潟
市
都
市
計
画
で
、
萬

代
橋
は
当
時
電
車
の
軌
道
敷
き
を
含
む
広
幅
員
で
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
世
の
不
況
で
建
設
を
断
念

し
、
結
果
的
に
広
幅
員
の
橋
梁
に
な
っ
た
こ
と
が
現
在
の

交
通
量
を
支
え
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す

(図
4
)。

2

強
ー
萬
代
橋
と
新
潟
地
震
ー

へ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
〉

橋
は
地
震
に
強
い
ア
ー
チ
型
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
で
き
て
い
ま
す
。

ヘ
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
〉

水
面
下
一
五
m
あ
ま
り
の
地
盤
を
基
礎
と
す
る
ケ
ー
ソ

ン
基
礎
は
、
橋
の
六
つ
の
ア
ー
チ
を
し
っ
か
り
支
え
て
い

ま
す
。

へ
地
震
に
耐
え
る
〉

萬
代
橋
の
設
計
･
施
工
に
は
関
東
大
震
災
の
復
興
技
術

が
活
か
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
九
年
の
新
潟
地
震
で
は
左

右
側
径
間
で
破
損
が
生
じ
た
も
の
の
、
唯
一
車
両
の
通
行

が
可
能
な
橋
と
し
て
新
潟
市
の
災
害
復
旧
に
貢
献
し
ま
し

た

(写
真
2
)。
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3

美
I
市
民
に
愛
さ
れ
る
橋
ー

〈
ア
ー
チ
の
美
〉

萬
代
橋
の
特
徴
で
あ
る
六
つ
の
ア
ー
チ
は
、
美
を
演
出

し
た
設
計
に
よ
っ
て
安
定
感
と
軽
快
感
が
両
立
さ
れ
、
街

と
空
と
川
を
束
ね
た
美
し
い
景
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

へ音
心匠
の
美
〉

橋
全
体
に
施
さ
れ
た
御
影
石
の
化
粧
張
り
、
欧
風
の
街

灯
は
、
基
礎
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
で
得
ら
れ
た
資
金
に
よ

っ
て
、
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

六

市
民
等
に
よ
る
愛
護
活
動

平
成
三
年
か
ら
毎
年
八
月
、
萬
代
橋
の
誕
生
日
に
合
わ

写真 2 新潟地震に耐えた萬代橋

せ
実
施
し
て
い
る

｢萬
代
橋
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
も
、
昨
年
で

一
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
毎
回
大
勢
の
方
々
よ
り
参
加

し
て
頂
き
、
市
民
に
定
着
し
た
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
清
掃
活
動
や
、
春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(写
真
3
)、
夏
の
萬
代
橋
誕
生
祭
な
ど
、

四
季
折
々
で
市
民
団
体
等
に
よ
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

七

重
要
文
化
財
へ
の
指
定

こ
の
春
、
歴
史
的
土
木
遺
産
で
あ
り
新
潟
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る

｢萬
代
橋
｣
に
つ
い
て
、
文
化
審
議
会

か
ら
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

答
申
で
は
、
側
面
に
花
崗
岩
を
あ
し
ら
っ
た
重
厚
な
外

観
や
、
隣
り
合
う
橋
脚
間
の
距
離
が
四
二
･
四
m
と
完
成

当
時
は
国
内
最
長
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
昭
和
初
期
と
し
て

は
最
先
端
の
技
術
を
活
か
し
た
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。現

在
も
多
く
の
交
通
量
が
あ
る
国
道
の
橋
が
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
る
の
は
、
日
本
橋

(東
京
都
)
に
続
い
て
萬

代
橋
が
全
国
で
二
例
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
鉄
筋
コ
ン
ク

ク
ー
ト
造
の
重
要
文
化
財
建
造
物
と
し
て
は
、
最
大
規
模

に
な
り
ま
す

(写
真
4
)。

八

萬
代
橋
の
修
繕
工
事

萬
代
橋
は
、
昭
和
四
年
の
架
橋
か
ら
今
年
で
七
五
年
に

工

6

　　
一
U

行

身

“

ス　

雙

写真 4 重要文化財に指定される萬代橋



る
萬
代
橋
が
、
今
後
も
引
き
続
き
現
役
の
橋
と
し
て
そ
の

機
能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
に
一

層
親
し
ま
れ
、
末
永
く
利
用
さ
れ
続
け
る
よ
う
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。

な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
新
潟
市
の
大
動
脈
と
し
て
活
躍
し

機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
配
慮
し
て
す
す
め
て
い
ま
す

て
き
た
萬
代
橋
は
、
歩
道
や
高
欄
、
照
明
灯
な
ど
の
損
傷

(写
真
5
)。

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
工
事
と
あ
わ
せ
照
明

灯
･
橋
側
灯
の
復
元
や
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を

九

お
わ
り
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
月
に
、
新
潟
市
が
行
っ
た
市
の
宝
物
ア
ン
ケ
ー

復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
団
体
、
新
潟
市
か
ら
の
要

ト
結
果
で
は
、
萬
代
橋
が
全
体
及
び
年
代
別
に
お
い
て
も

望
や
、
国
県
市
、
学
識
経
験
者
及
び
地
元
代
表
な
ど
で
組

す
べ
て
の
結
果
で
一
位
に
な
る
な
ど
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ

織
す
る

｢萬
代
橋
協
議
会
｣
か
ら
の
意
見
･
要
望
な
ど
を

て
い
る
橋
で
す
。

頂
き
な
が
ら
施
工
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
安
全
性
や

新
潟
国
道
事
務
所
と
し
て
は
、
新
潟
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

写真5 萬代橋改修イメージ
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無
電
曜
電
離
週
計
鬮
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
課
長
補
佐

齋
藤

博
之

国
土
交
通
省
は
、
関
係
省
庁
、
関
係
事
業
者
と
連
携
し

て
、
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て

｢無
電

柱
化
推
進
計
画
｣
を
四
月
一
四
日
に
策
定
し
た
。
本
稿
で

は
、
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
ま
で
の
経
緯
や
概
要
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

は
じ
め
に
~
無
電
柱
化
の
現
状
と
課
題

我
が
国
に
お
い
て
、
道
路
か
ら
電
柱
･
電
線
を
無
く
す

疊
器
贓
柱
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
五
、
五
〇
〇
皿

姦
再備
延
長
ベ
ー
ス
)
(図
1
)
の
整
備
を
進
め
、
市
街
地

の
幹
線
道
路

(※
1
)
に
お
い
て
無
電
柱
化
率

(※
2
)

が
九
%

(平
成
一
五
年
度
末
見
込
み
)
に
な
る
な
ど
、
ま

ち
な
か
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
一
定
の
整
備
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
水
準
は
欧
米
都
市
と
比
較
す
る
と

依
然
と
し
て
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

(図
2
)。
ま
た
、
幹
線

.
非
幹

年磐
柵

約

整
備
の
スピ
ー
ド

年　
　
　

約

H2 H3 H8 H7 Hlo 皿÷÷專 田6璽薹三癖20

I主に大鸚稟系地域で ｣ 1中規模程度の蔑桑系地域蛆 歴史的景観地区等でのlまちの顔となるような通りを整備 住居系地域へ対象を拡大 面的整備に着手

図 1 整備実績

ロンドン･パリ･ボン

　
　
　
　
　
　
　　

東

名

図 2 欧米主要都市と日本の都市の無電柱化の現状

海外の都市は電気事業連合会調べによる1977年の状況(ケーブル延長ベース)
日本の状況は国土交通省調べによる2004年3月末見込み値(道路延長ベース)
幹線道路:一般国道、都道府県道 非幹線道路:市区町村道

も遂げ88,3%

79.0%　79

佛
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線
道
路
別
で
は
、
幹
線
道
路
に
比
べ
非
幹
線
道
路
に
お
け

ば
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
三
期
に
わ
た
る

｢電
線
類
地
中

②

都
市
景
観
に
加
え
、
防
災
対
策

(緊
急
輸
送
道

る
整
備
の
遅
れ
が
著
し
い
。

ヒ
計
画

と

所
竜
泉
頂
初
中
ヒ
十

↓
、

、

各
･
陀
往

窪
呆

、
ゞ
′

ノ
ー
ヒ

さ
ら
に
、
平
成
三

年
の

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣

策
定
以
降
、
｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
｣
(※
3
)
の
施
行

や

｢観
光
立
国
行
動
計
画
｣
の
策
定
等
が
な
さ
れ
、
無
電

柱
化
に
対
す
る
要
請
は
、歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

歴
史
的
な
街
並
み
の
保
全
、
避
難
路
の
確
保
等
の
都
市
防

災
対
策
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
等
の
観
点
か
ら
も
よ
り

一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
幹
線

道
路
だ
け
で
は
な
く
非
幹
線
道
路
に
お
い
て
も
舞

凰
柱
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
電
力
･
通
信
分
野
の
自
由
化
の
進
展
等
に
伴
い

電
線
管
理
者
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
た
国
･

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
財
政
事
情
も
悪
化
し
て
お
り
、

一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
等
円
滑
な
推
進
の
た
め
の
課
題
へ
の

対
応
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
と
課
題
に
応
え
、
鰹

軋
柱
化
が

美
し
い
国
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
の
再
生
、
質
の
高
い

生
活
空
間
の
創
造
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

新
た
に
主
要
な
非
幹
線
道
路
も
整
備
対
象
に
加
え
地
中
化

以
外
の
手
法
も
活
用
し
て
、
我
が
国
の
舞

鞄
柱
化
を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
鑑
器
魁
柱
化
推
進
計
画
を
策
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

二

無
電
柱
化
推
進
計
画
策
定
の
経
緯

我
が
国
の
無
箒
軋
柱
化
、
特
に
電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

化
計
画
｣
と

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
(平
成

=
~

一
五
年
度
)
に
基
づ
き
、
関
係
者
間
の
協
力
の
も
と
積
極

的
に
推
進
し
て
き
た
。

無
鞏
堝
柱
化
推
進
へ
の
要
請
の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成
一

五
年
三
月
三
一
日
に
、
官
房
副
長
官
と
国
土
交
通
省
、
総

務
省
及
び
経
済
産
業
省
の
各
副
大
臣
か
ら
成
る
関
係
副
大

臣
会
合
に
お
い
て
、
｢電
線
類
地
中
化
の
着
実
な
推
進
に

向
け
た
基
本
方
針
｣
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、

平
成
一
五
年
八
月
八
日
に
は
、
関
係
省
庁
、
関
係
事
業
者

か
ら
な
る

｢電
線
類
地
中
化
推
進
検
討
会
議
｣
(平
成

一

六
年
度
よ
り

冨
澤
趨
柱
化
推
進
検
討
会
議
｣
に
改
称
)
に

お
い
て
、
饉
器
鞄
柱
化
推
進
に
向
け
て
考
え
方
を
示
し
た

｢無
鞏
趨
柱
化
推
進
計
画
骨
子
｣
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
の

骨
子
に
基
づ
き
、
各
地
方
に
お
い
て
道
路
管
理
者
と
電
線

管
理
者
が
検
討
、
調
整
を
行
い
、
具
体
的
な
実
施
個
所
約

二
、
九
九
〇
に
つ
い
て
合
意
し
た
う
え
で
、
平
成
エ
ハ年

四
月
一
四
日
に

｢鐙
器
魁
柱
化
推
進
計
画
｣
を
策
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

三

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
概
要

1

無
電
柱
化
の
基
本
的
な
考
え
方

｢電
線
類
地
中
化
の
着
実
な
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
｣

に
お
い
て
は
、

①

ま
ち
な
か
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

重
点
的
に
整
備
を
推
進

路
.
避
難
路
の
確
保
)、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
観

点
か
ら
も
整
備
を
推
進

⑤

良
好
な
都
市
環
境
･住
環
境
の
形
成
や
歴
史
的
街

並
み
の
保
全
等
が
特
に
必
要
な
地
区
に
お
い
て
は
、

主
要
な
非
幹
線
道
路
も
含
め
た
面
的
な
整
備
を
実
施

の
三
点
が
基
本
的
方
針
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
る
。
無
電

柱
化
推
進
計
画
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
無
電
柱
化
対
象
選

定
の
基
本
的
方
針
と
し
、
道
路
の
利
用
状
況
、
周
辺
土
地

利
用
、
関
連
事
業
の
有
無
、
地
域
の
景
観
改
善
へ
の
取
組

み
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
必
要
性
及
び
整
備
効
果
の
高

い
箇
所
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

鉦
溝
題柱
化
の
実
施
個
所
,
主
要
な
非
幹
線
を
含
む
面

的
整
備
を
実
施

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
｢電
線
共
同
溝
の
整

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
に
基
づ
く
電
線
共
同
溝
方

式
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本
計
画
に
お
い
て

も
、
以
下
に
該
当
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
電
線
共
同
溝

方
式
に
よ
る
整
備
を
基
本
と
し
て
い
る
。
無
電
柱
化
推
進

計
画
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
幹
線
道
路
だ
け
で
は
な
く
、

歴
史
的
ま
ち
な
み
を
保
全
す
べ
き
地
区
な
ど
に
お
い
て

は
、
主
要
な
非
幹
線
道
路
も
含
め
て
面
的
に
電
線
共
同
溝

方
式
に
よ
る
無
群
電
柱
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

の

幹
線
道
路

･
商
業
地
域
、
オ
フ
ィ
ス
街
、
駅
周
辺
、
住
居
地
域
の

3 6 道イテセ 2004,6



幹
線
道
路

･
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
都
市
部
の

緊
急
輸
送
路
等

②

以
下
の
地
区
内
の
幹
線
道
路
及
び
主
要
な
非
幹
線
道

路く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

･重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
歴
史
的
風
土
保

存
区
域
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
及
び
第
二

種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備
地
区
(特
定
経
路
)

･
既
成
市
街
地
等
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
土
地
区
画

整
理
事
業
･
市
街
地
再
開
発
事
業
地
区

･
特
に
防
災
上
、
整
備
の
緊
急
性
が
高
い
密
集
市
街
地

ま
た
、
電
線
共
同
溝
方
式
以
外
の
地
中
化
手
法
、
あ
る

い
は
裏
配
線
、
軒
下
配
線
等
の
地
中
化
以
外
の
短
電
柱
化

手
法
も
活
用
し
て
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
な
ど
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
段
階
か
ら
電
線
管
理
者
と
共
同
し
て
計
画
を
行

い
、
当
初
か
ら
電
線
や
電
柱
が
な
い
環
境
を
実
現
す
る
手

法
も
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

コ
ス
ト
縮
減
;
二
割
以
上
の
コ
ス
ト
縮
減
で
無
電
柱

化
を
推
進

電
力
･
通
信
分
野
の
自
由
化
の
進
展
等
に
伴
い
厳
し
さ

を
増
す
電
線
管
理
者
の
経
営
環
境
、
国
･
地
方
公
共
団
体

の
財
政
事
情
の
悪
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
コ

ス
ト
縮
減
策
を
導
入
し
、
二
割
以
上
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図

り
、
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

同
時
施
工

都
市
部
の
バ
イ
パ
ス
事
業
、
拡
幅
事
業
、
街
路
事

業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、

図 3 従来構造と浅層埋設方式の構造イメージ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
に
併
せ
て
、
電
線
共
同
溝
等

“

を
原
則
同
時
施
工

②

浅
層
埋
設
方
式
の
導
入

(図
3
)

200

従
来
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
簡
便
な
浅
層
埋
設
方
式

セ一丁

を
標
準
化
し
、
概
ね
二
割
の
コ
ス
ト
縮
減
を
目
標

イ道

③

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

既
設
の
地
中
管
路
に
つ
い
て
、
管
路
所
有
者
と
協

議
の
上
可
能
で
有
れ
ば
、
電
線
共
同
溝
等
の
一
部
と

し
て
活
用

④

地
中
化
以
外
の
鑑
群
趨
柱
化
手
法
の
導
入
(写
真
1
)

非
幹
線
道
路
を
中
心
に
、
軒
下
配
線

･
裏
配
線
等

の
手
法
も
導
入
し
、
舞
趨柱
化

写真 1 裏配線の例 (福島県下郷町大内宿)



4

費
用
負
担
の
考
え
方

鑑
群
魁
柱
化
の
中
で
中
心
的
な
整
備
方
法
で
あ
る
電
線
共

同
溝
方
式
は
、
電
線
類
を
収
容
す
る
管
路
等
の
費
用
を
道

路
管
理
者
が
負
担

(電
線
管
理
者
の
建
設
負
担
金
あ
り
)

し
、
電
線
や
変
圧
器
等
の
費
用
を
電
線
管
理
者
が
負
担
す

る
こ
と
が
基
本
と
な

っ
て
い
る

(図
4
)
。
ま
た
、
そ
の

他
に
も
道
路
管
理
者
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
管
路
等
の

建
設
費
用
を
負
担
す
る
自
治
体
管
路
方
式
や
、
電
線
管
理

(※竈繰管理者負担分には建設負担金を含む) や

圓鬮圓 道路管理者施エ (字電線共同溝本体)

圓鬮圓 電線管理者施エ (ラトランス･電線等)

図4 電線共同溝方式の費用負担

道路管理者負担分:約3 .3億円

電線管理者負担分;約2 .3億円

道路管理者負担分:約4 .5億円

電線管理者負担分:約之 3億円

者
が
単
独
で
建
設
費
用
を
負
担
す
る
単
独
地
中
化
方
式
等

に
よ
り
鐙
器
竃
柱
化
が
実
施
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

5

整
備
の
目
標
~
市
街
地
の
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化
率

を
約
二
倍
に

本
計
画
は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
二
〇
年
度
ま
で
の
五

年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
以
下
を
目
標
と
し
て
推
進
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。

①

市
街
地
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
無
電
柱

化
率
を
現
在
の
九
%
か
ら
一
七
%
に
向
上
さ
せ
る
。

を

輔
　
　　
　

　　　
　写真 2 主要な都市においてまちの顔となる道路

②

政
令
指
定
都
市
、
道
府
県
庁
所
在
地
等
の
主
要
都

市
に
お
い
て
ま
ち
の
顔
と
な
る
道
路

(※
4
)
の
無

電
柱
化
率
に
つ
い
て
は
、
四
人
%
か
ら
五
八
%
に
向

上
さ
せ
る

(写
真
2
)。

③

く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
等
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備
地
区
等
、

主
要
な
非
幹
線
道
路
も
含
め
た
面
的
整
備
を
推
進
す

べ
き
地
区

(※
5
)
に
つ
い
て
は
、
概
ね
七
割
の
地

区
で
整
備
に
着
手
す
る

(写
真
3
)。

　　　
　

　　　
　

　一丁

3

道

　

　



推進体制 内 容

無電柱化
推進検討会議

規
の

業
況

事
状

ぴ
進

及
推栩魁

本
策

基
面

な
計

的
の

国
等
認

全
模
確

ク

ク

ッ
化
会
莇

･
讓

凱

方
無
協
劉

地

金

計

、

進
定

推
選偽物窃鰤

"
僕

口
定
)

ブ
策
等

方
の
計

地
画
集

纐絵糒防 劾猫纐鱸
計轢策

道
整

部
調

連絡会議 蹴鰭箇整化
調甥礬

6

整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
体
制

円
滑
に
無
器
弼
柱
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
全
国
一
〇
ブ

ロ
ッ
ク
毎
の
道
路
管
理
者
、
電
線
管
理
者
、
地
方
公
共
団

体
等
関
係
者
か
ら
な
る
無
鞏
弼
柱
化
協
議
会
に
お
い
て
、
構

成
員
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
協
議
に
よ
り
、
推
進
計
画

を
策
定
し
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
同

協
議
会
を
開
催
し
円
滑
な
推
進
に
努
め
る
だ
け
で
な
く
、

無
器
凰
柱
化
推
進
検
討
会
議

(平
成
一
六
年
度
よ
り
改
称
)

幹
事
会
を
毎
年
度
開
催
し
、
計
画
の
進
捗
状
況
等
の
確
認

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

(図
5
)
。

四

浅
層
埋
設
方
式
の
概
要

鐙
器
電
柱
化
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
コ
ン

パ
ク
ト
で
簡
便
な
浅
層
埋
設
方
式
を
標
準
化
し
、
コ
ス
ト

図 6 浅層埋設方式のイメージ図

このイメージ図における電力系施設は、 東京電力㈱の構造に
基づいており地域によっては図と異なる場合がる。 縮

減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
従
来
の
構
造
は
、
特
殊

部
の
幅
が
概
ね
一
･
五
m
で
あ
り
、
そ
の
他
の
占
用
物
件

等
の
制
約
か
ら
歩
道
幅
員
が
二
･
五
m
以
下
の
道
路
や
歩

道
が
な
い
道
路
に
お
い
て
は
、
施
工
が
困
難
で
あ
っ
た
。

浅
層
埋
設
方
式
で
は
、
小
型
ト
ラ
フ
に
よ
る

浅
層
化
や
共
用
F
A
管
及
び
ボ
デ
ィ
管
に
よ

る
通
信
ケ
ー
ブ
ル
収
容
空
間
の
集
約
化
、
ま

た
ケ
ー
ブ
ル
接
続
作
業
を
路
上
で
実
施
可
能

と
す
る
ラ
ッ
ク
の
新
規
開
発
等
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、特
殊
部
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
、

歩
道
幅
員
が
二
･
五
m
以
下
の
道
路
や
歩
道

の
な
い
道
路
に
お
い
て
も
施
工
が
可
能
と
な

っ
て
い
る

(図
6
)
。

①

小
型
ト
ラ
フ

小
型
ト
ラ
フ
は
、
舗
装
直
下
に
設
置

す
る
小
型
の
蓋
付
き
U
形
溝
で
あ
り
、

主
に
沿
道
へ
の
供
給
用
の
電
力
低
圧
ケ

ー
ブ
ル
、
情
報
通
信
･
放
送
系
ケ
ー
ブ

ル
を
収
容
す
る
。

②

共
用
F
A
管
及
び
ボ
デ
ィ
管

共
用
F
A
管
に
は
、
複
数
事
業
者
の

情
報
通
信
･
放
送
系
の
引
き
込
み
ケ
ー

ブ
ル
を
多
条
敷
設
し
、
需
要
家
に
対
し

て
自
由
な
箇
所
で
管
か
ら
直
接
分
岐
を

行
う
と
と
も
に
、
ボ
デ
ィ
管
に
は
、
道

路
管
理
者
及
び
情
報
通
信
･
放
送
系
の

道ネテセ 2004.6 3 9
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幹
線
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
す
る
。

こ
と

③

ラ
ッ
ク
の
新
規
開
発

五

平
成
二
六
年
度
予
算

こ
れ
ま
で
分
岐
部
の
内
部
で
行
っ
て
い
た
ケ
ー
プ

平
成
一
六
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
二
、
二
八
七
億
円

(注
)

ル
の
接
続
作
業
を
路
上
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
ケ
ー

(事
業
費
ベ
ー
ス
、
対
前
年
度
比
一
･
0
三
)
を
も
っ
て

※
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ブ
ル
ラ
ッ
ク
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
分
岐
部
を
実
現
し
た

(写
真
4
)。

ブルラック引上げ作業状況

写真4 ケーブルラック

無
器
電
柱
化
を
推
進

(図
7
)
し
、
平
成
一
六
年
度
末
に
市

街
地
の
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化
率
を
一
0
%
に
向
上
す
る移推

o

の

日

算
　
　　柱

帯

電　
　

円
刃

0

5

0

5

0

5

図

億
3

3

2

2

1

1

※
1
!
都
市
計
画
法
に
お
け
る
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
区
域
が
定
め

ら
れ
て
い
な
い
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
に
お
け
る
用
途
地

域
内
の
一
般
国
道
及
び
都
道
府
県

※
2
･亭
喝
柱
、
電
線
の
な
い
道
路
の
延
長
の
割
合

※
3
!
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

※
4
ー
商
業
地
域
内
の
国
道
、
都
道
府
県
道
及
び
四
車
線
以
上
の
市
区

町
村
道

※
5
･!
四
〇
七
地
区

(平
成
一
五
年
末
現
在
)
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臨
止
イ
ベ
ン
ト
に
鞄
捗
る
逍
離
歯
卿
の

漸
事
例
等
に
つ
い
て
雀
の
参

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

5

交
通
規
制
と
の
関
係

路
上
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
期
間
中
に
お
け
る
円
滑
な
通
行
の
確
保
や
事
故
防
止

の
観
点
、
あ
る
い
は
道
路
の
よ
り
広
い
範
囲
を
活
用
す
る

と
の
観
点
な
ど
か
ら
、
警
察
の
協
力
に
よ
り
、
車
両
通
行

止
め
そ
の
他
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

約
八
一
%
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
交
通
規
制
が
行
わ
れ
て

い
た
。

交
通
規
制
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

(都
道
府
県
警

察
本
部
)
が
そ
の
要
否
や
具
体
的
な
期
間
･
方
法
な
ど
を

適
切
に
判
断
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
が
車
両
通
行
止
め
の
実
施
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
期
間
中
に
お
け
る
迂
回
路
の
確
保
や
、

そ
の
迂
回
路
に
車
両
な
ど
を
誘
導
す
る
た
め
の
具
体
的
な

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
と
し
て
も
事

前
に
警
察
な
ど
に
十
分
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

に
要
す
る
時
間
な
ど
踏
ま
え
て
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o

B

関
係
機
関
と
の
調
整

道
路
上
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
す
る
行
政
機
関
と
し

て
、
道
路
管
理
者
の
ほ
か
、
交
通
規
制
や
道
路
使
用
許
可

の
観
点
か
ら
都
道
府
県
公
安
委
員
会

(都
道
府
県
警
察
本

部
)
や
所
轄
警
察
署
が
あ
り
、
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
の
観
点
か
ら
は
、
市
町
村
の
担
当
課

(企
画
部
門
、
商

工
部
門
な
ど
)
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
消
防
署
や
保
健
所
な
ど
と
も
調
整
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
主
催
者
が
こ
れ
ら

の
関
係
機
関
と
の
間
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
具
体
的
な
実
施
場

所
、
円
滑
な
通
行
の
確
保
や
安
全
対
策
の
た
め
の
措
置
な

ど
に
つ
い
て
、
事
前
に
打
合
せ
を
行
う
な
ど
し
て
十
分
な

意
思
疎
通
に
よ
る
調
整
を
図
る
こ
と
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
円

滑
な
実
施
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
主
催
者
か
ら
み
た
事
前
調
整
の
相
手
方
は
行
政

機
関
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

一

調
査
概
要

二

全
国
調
査
結
果
に
み
ら
れ
る
様
々
な
工
夫

1

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

2

開
催
期
間

3

占
用
許
可
を
し
た
物
件

4

占
用
許
可
条
件

(以
上
前
号
)



協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
事
業
者
な
ど
と
の
間
で

調
整
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

全
国
調
査
に
お
い
て
も
数
多
く
み
ら
れ
た
具
体
的
な
調

整
内
容
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

【主
催
者
と
関
係
機
関
な
ど
と
の
事
前
調
整
内
容
の
例
】

･
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
に
お
け
る
迂
回
路
の
設

置
。

･
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
に
お
け
る
警
備
員
、
交
通

整
理
員
な
ど
の
配
置
。

･
交
通
規
制
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
事
前
予
告
の
実
施

方
法
。

･
イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間
中
に
お
け
る
車
両
通
行
止
め
や

騒
音
等
に
よ
る
苦
情
を
防
止
す
る
た
め
の
地
域
住
民

へ
の
説
明
。

･
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
区
域
内
で
連
行
し
て
い
る
旅
客
バ

ス
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間
中
の
連
行
ル
ー

ト
、
連
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
調
整
。

バ
ス
事
業
者
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
事
前
調
整
に
よ

っ
て
は
、
安
全
対
策
の
面
も
踏
ま
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
実
施

期
間
中
に
お
け
る
臨
時
の
乗
り
場
を
定
め
る
な
ど
の
対
応

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

る
こ
と
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
手
続
で
あ
る
の
で
、
道
路

上
に
物
件
を
設
け
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
要
し
な
い
こ

と
と
な
る
。
典
型
的
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
歩
行
者
天

国
な
ど
で
は
、
車
道
を
通
行
止
め
に
し
て
競
技
者
や
来
訪

者
ら
に
よ
る
使
用
に
供
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
実
施

そ
の
も
の
に
関
す
る
道
路
占
用
許
可
の
手
続
は
、
必
要
で

は
な
い
。

ま
た
、
物
件
の
設
置
が
極
め
て
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ

な
い
場
合
に
は
、
継
続
性
が
な
い
も
の
と
し
て
、
道
路
占

用
許
可
を
不
要
と
す
る
運
用
を
行
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。

例
え
ば
、
開
催
期
間
が
数
時
間
程
度
で
あ
る
路
上
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
時
間
中
だ
け
案
内
板
な
ど
の
軽

微
な
物
件
を
道
路
上
に
設
け
、
終
了
後
は
直
ち
に
撤
去
す

る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
事
前
の
調
整
な
ど
に
よ
り
、
道

路
占
用
許
可
を
不
要
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
場
合
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

一
定
の
範
囲
で
こ
の
種
の
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
運
用
を
無
限
定
に
広
げ
る

こ
と
は
適
当
で
は
な
い
が
、
道
路
に
物
件
を
設
け
て
継
続

的
に
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
道
路
の
本
来
的
機
能
の
確
保

と
そ
れ
以
外
の
用
途
へ
の
活
用
と
の
調
整
を
図
る
、
と
い

う
道
路
占
用
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
個
別
に
対
応

す
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
言
え
る
。

交
通
省
の
調
査
結
果
に
お
い
て
も
、
全
国
で
数
多
く
の
事

例
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
そ
の
中
の

い
く
つ
か
の
事
例
に
つ
い
て
、
別
表
に
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
路
上
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
事
項
に
つ

い
て
多
く
の
工
夫
が
み
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
地
域
の
活

性
化
や
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
取
組
み
に
あ
た
っ
て
も
参

考
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
土
交
通

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

個
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
道
路
の
環

境
や
、設
置
さ
れ
る
物
件
な
ど
は
千
差
万
別
で
あ
る
の
で
、

一
つ
の
工
夫
内
容
が
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
直
ち
に
当
て
は

ま
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
今
回
、
示
し
た
よ
う
な

各
種
の
工
夫
方
法
や
好
事
例
な
ど
を
参
考
と
し
て
も
ら
う

こ
と
を
通
じ
て
、
各
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
様
々

な
路
上
イ
ベ
ン
ト
が
よ
り
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
地
域
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

道
路
管
理
者
と
し
て
も
、
道
路
構
造
の
保
全
や
円
滑
な

通
行
の
確
保
な
ど
を
図
り
つ
つ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
道
路
の
有
効
活
用
に
関
し
、

セ

三

路
上
イ
ベ
ン
ト
の
好
事
例

一
層
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

行

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、各
地
方
整
備
局
等
に
対
し
、

道 2004.6

7

そ
の
他

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、各
地
方
整
備
局
等
に
対
し
、

道
路
占
用
許
可
は
、
道
路
上
に
物
件
を
継
続
的
に
設
け

路
上
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
解
説
し
た
国
土

平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
付
け
で
、
路
上
イ
ベ
ン
ト
に
伴

“



別表 路上イベントの好事例の概要紹介

璽簸 r ,擬霊瀕鼾議会

占場葬川手顫為そうシジラソグレ格

裸薄可愕鰤議会競癬鱈
拶鯛圏壷稲紫薄覇露譲難管
その他 ･警備員の配置

･照明はテーブル上のランプだ
けとし、通行に支障のないよ
う配慮
･オープンカフェ利用者による
違法駐車防止策 (会場内に注
意喚起の表示、パンフレット
による駐車場への誘導など)
の実施
･歩道上に設置した物件は、閉
店時に倉庫に収納

l鼈嚢多難露
l馴 参り雫髯業規制看板、ステージ･

;襁麓議事籍;
妾竪雌蘂鴬騒然癒逢
l司解離濃霧琴巷翳 I

う
道
路
占
用
許
可
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
前
号
及
び
前

述
の
掲
載
内
容
を
参
考
と
し
て
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な
判
断

を
行
う
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
主
体
等
か
ら
事
前

相
談
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
掲
載
内
容
の
周
知
を

始
め
と
す
る
適
切
な
助
言
、
情
報
提
供
等
を
行
う
な
ど
し

て
、
道
路
占
用
の
円
滑
化
に
十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
通
知

し
、
ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
も
当
該
通
知
を

参
考
送
付
し
た
。

今
後
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
道
路
空
間
の
有
効

活
用
に
よ
る
地
域
活
動
が
更
に
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る 引 活 参 し て 始 相 を 述
o Aト 者 、 、 め 彗茶 々 の

道行セ 2004.6 43



一

は
じ
め
に

道
路
法
四
六
条
一
項
一
号
に
よ
れ
ば
、道
路
管
理
者
は
、

道
路
の
破
損
、
決
壊
そ
の
他
の
事
由
に
困
り
交
通
が
危
険

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
道
路
の
構
造
を
保
全

し
、
ま
た
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
区
画
を
定

め
て
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
降
雨
を
理
由
と
す
る
通
行
禁
止
が
ス
ト
レ

ー
ト
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
が

岡
号
に
い
う

｢そ
の
他
の
事
由
｣
に
含
ま
れ
る
か
が
、
ま

ず
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
激
し
い
降

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
通
行
規
制
措
置
が
探
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
通
行
し
て
い
た
車
が
落
石
等
に
よ
っ
て
損

害
を
蒙
っ
た
場
合
に
道
路
管
理
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
か

と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
通
行
上
危
険
な
状
態
を
放
置
し

て
お
い
た
こ
と
に
管
理
上
の
手
落
ち
が
あ
る
と
し
て
、
基

本
的
に
は
、
道
路
管
理
者
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
降
雨
に
よ
り
通
行
上
危
険
な
状
態
に

あ
る
区
間
に
つ
い
て
通
行
禁
止
等
の
規
制
を
行
う
こ
と

は
、
前
記

｢そ
の
他
の
事
由
｣
の
中
に
含
ま
れ
る
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
o

さ
て
、
降
雨
の
た
め
全
面
通
行
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
区

間
に
お
い
て
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
ら
れ
た
緊
急
自
動

車
が
落
石
等
で
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
、
道
路
管
理
者
が
責

任
を
負
う
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
理
論
的

な
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
、
緊
急
自
動
車
の
範
囲
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
る
と

い
う
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
認
め
る
の
か
、
そ
も

そ
も
通
行
禁
止
行
為
自
体
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

等
の
諸
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二

理
論
的
根
拠

道
路
管
理
者
の
責
任
を
認
め
る
に
せ
よ
、
認
め
な
い
に

せ
よ
、
そ
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
を
何
に
求
め
る
か
が
、

ま
ず
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
さ

れ
て
い
る
の
は
道
路
管
理
に
か
か
わ
る
場
合
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
国
家
賠
償
法
の
二
条
が
対
象
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

1

国
家
賠
償
法
二
条

国
家
賠
償
法
二
条
の
責
任
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
当

該
道
路
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
存
在
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
管
理
の
み

に
絞
っ
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

道
路
管
理
の
内
容
は
、
積
極
的
作
用
と
消
極
的
作
用
と

に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
施

設
と
し
て
の
道
路
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
な

わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
等

が
こ
れ
に
該
り
、
後
者
は
、
そ
の
道
路
の
目
的
に
対
す
る

障
害
の
防
止
、除
去
そ
の
他
の
規
制
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
分
類
に
し
た
が
え
ば
、
通
行
禁
止
規
制

は
消
極
的
作
用
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

44 道イテセ 2004,6
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よ
う
。

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
行
禁
止
規
制
が
道
路
管
理
の
内
容

に
含
ま
れ
る
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
通
行
禁
止
規
制
そ
の

も
の
を
な
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
通
行
禁
止
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
こ

と
が
果
た
し
て
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
該
る
と
い
え
る
か
ど

う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
行
禁
止
規
制
下
に
お
い
て
例
外
的
に
通
行
を
認
め
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
通
行
を
認
め
た
当
該
車
に
つ
い
て

の
み
、
個
別
的
、
例
外
的
に
通
行
禁
止
規
制
を
解
除
し
た

も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
解
除
も
、
基
本
的
に
は
、
通
行
禁
止

等
の
規
制
あ
る
い
は
規
制
の
一
般
的
解
除
と
同
じ
レ
ベ
ル

の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は

り
道
路
管
理
の
内
容
の
一
環
を
な
し
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
個
別
的
、
例
外
的
な
規
制
解
除

と
い
う
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
存
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る

場
面
に
お
い
て
、
規
制
解
除
の
対
象
が
緊
急
自
動
車
で
あ

っ
た
と
い
う
要
素
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
る
の
か
を
考
慮
す
れ
ば
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
条
の

｢瑕
疵
｣
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に

解
す
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
の
学
説
が
対
立
し
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
最
も
顕
著
な
対
立
を
み
せ
、

か
つ
、
有
力
な
も
の
と
し
て
は

｢客
観
説
｣
と

｢義
務
違

反
説
｣
と
が
あ
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

こ
こ
で
の

｢例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
こ
と
｣
に
瑕
疵

が
存
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
、
前
記
い
ず
れ
の

説
に
拠
る
も
差
支
え
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
の

説
に
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
さ
ら
に
は
、
い
ず

れ
の
説
に
よ
っ
て
も
判
断
が
困
難
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
仮
に
、
い
ず
れ
の

説
に
よ
っ
て
も
瑕
疵
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、
本
条
に
基
礎
を
求
め
る
こ
と
の
当
否
自
体
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
こ
で
は
、
｢瑕
疵
｣
の
意
義
に
関
す
る

各
学
説
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
詳
細
を
論
ず
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
い
か
ら
、
両
学
説
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
代
表

的
な
表
現
に
基
づ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

い
わ
ゆ
る
客
観
説
に
よ
れ
ば
、
｢瑕
疵
｣
と
は
、
公
物

(道
路
)
が
通
常
有
す
べ
き
性
状
や
設
備
を
備
え
て
い
な

い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
客
観
的
に
み
て
安
全
性
が
欠
如

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
こ

で
客
観
的
な
安
全
性
と
い
う
も
の
を
判
断
す
る
に
際
し

て
、
他
の
要
因

(要
素
)
を
全
く
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

公
物
た
る
道
路
の
物

(理
)
的
性
状
の
み
に
基
づ
い
て
い

く
の
か
、
あ
る
い
は
、
道
路
の
物

(理
)
的
性
状
に
加
え

て
道
路
管
理
者
の
安
全
性
保
持
行
為
と
い
う
、
い
わ
ば
人

的

(行
為
的
)
要
素
を
加
味
し
て
考
え
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も

一
義
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

論
者
の
主
張
に
も
理
論
構
成
の
上
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

他
方
、
義
務
違
反
説
に
よ
れ
ば
、
道
路
網
の
整
備
が
図

ら
れ
、
道
路
の
有
す
る
物
理
的
欠
陥
か
ら
直
ち
に
事
故
が

発
生
す
る
と
い
う
現
象
が
き
わ
め
て
稀
に
な
っ
て
き
た
こ

と
に
も
着
目
し
、
安
全
性
の
欠
如
、
す
な
わ
ち
瑕
疵
の
評

価
を
な
す
に
際
し
て
は
、
道
路
そ
の
も
の
の
瑕
疵
判
断
か

ら
離
れ
、
む
し
ろ
道
路
管
理
者
の
損
害
防
止
の
た
め
の
管

理
方
法
な
い
し
管
理
の
あ
り
方
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
し
、
予
見
可
能
な
損
害
の
発
生
に
つ
き
、
道
路
管

理
者
が
損
害
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た

か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
損
害
を
回
避
す
べ
き
義
務
に
違
反
し
た
か
否
か
を
も

っ
て
瑕
疵
判
断
の
内
容
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
設
定
で
は
、
現
実
に
落
石
等
に

よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事

実
の
み
か
ら
す
れ
ば
、
客
観
説
、
義
務
違
反
説
い
ず
れ
に

よ
る
も
そ
の
優
劣
は
つ
け
難
い
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と

は
通
行
禁
止
規
制
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
規
制
に
よ
り
車
が
通
行
し
て
い
な
け
れ
ば
、
仮
に
落

石
等
が
あ
っ
た
と
し
て
も
事
故
そ
の
も
の
が
発
生
し
て
い

な
い
筈
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
で
の
瑕
疵
判
断
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
は
例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
と
い
う
点
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
例
外
的

な
通
行
許
可
と
い
う
も
の
は
、
道
路
の
物

(理
)
的
性
状

と
は
別
個
の
道
路
管
理
者
の
行
為
そ
の
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
然
た
る
客
観
説
に
よ

っ
て
は
瑕
疵
判
断
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
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る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
道
路
管
理
者
の
損
害
回
避
義

務
を
中
心
に
据
え
て
瑕
疵
判
断
を
な
す
義
務
違
反
説
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
客
観
説
が
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ

き
に
み
た
よ
う
に
、
客
観
説
に
あ
っ
て
も
、
道
路
管
理
者

の
人
的

(行
為
的
)
要
素
を
も
加
味
し
て
い
く
立
場
に
立

て
ば
、
そ
ち
ら
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
降
雨
を
理
由
と
し
て
全
面
通
行
禁
止
と
い

う
措
置
が
探
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で
、
そ

の
ま
ま
通
行
を
容
認
し
て
い
れ
ば
損
害
の
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
損
害
発

生
の
予
見
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
面
通
行
禁
止
規
制
は
道
路
管
理
者
の

措
置
と
し
て
適
切
な
も
の
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
車
が
事
故

に
遭
遇
し
た
と
い
う
場
合
に
は
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め

る
と
い
う
一
種
の
行
為
を
通
し
て
、
予
見
可
能
で
あ
っ
た

損
害
を
発
生
せ
し
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者
は
、
こ
の
損
害
に
つ
い
て
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
基
本
的
に
は
、
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で

通
行
を
認
め
た
こ
と
が
緊
急
自
動
車
で
あ
る
と
い
う
事
実

が
、
こ
の
結
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
さ

ら
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

2

通
行
規
制
下
で
の
通
行

｢許
可
｣
の
捉
え
方

通
行
禁
止
制
限
は
、
一
般
に
、
道
路
標
識

(｢道
路
標

識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
｣
)
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
採
る

か
は
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
道
路
標
識
以
外
に
も
、
バ
リ
ケ

ー
ド
を
設
け
る
、
あ
る
い
は
人
員
を
配
置
す
る
と
い
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
通
行
禁
止
規
制
が
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
規

制
下
に
お
け
る

｢許
可
｣
の
捉
え
方
も
変
わ
っ
て
こ
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
通
行
禁
止
の
道
路
標

識
を
無
視
し
て
通
行
し
た
、
あ
る
い
は
通
行
禁
止
の
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
る
バ
リ
ケ
ー
ド
を
突
破
し
て
通
行
し
た

と
い
う
場
合
に
は
、
通
行
し
た
車
が
た
と
え
緊
急
自
動
車

で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に

｢許
可
｣
と
い
う
概
念
を
さ
し
は

さ
む
余
地
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
に
事
故
が

発
生
し
た
と
き
は
、
自
己
責
任
の
原
則
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者
の

責
任
を
云
々
す
る
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
通
行
し
た
車
が
一
般
車
で
あ
る
か
、
緊
急
自
動
車
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
こ
の
結
論
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
は
、
客

観
的
に
み
て

｢許
可
｣
と
い
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
道
路
管

理
者
側
の

｢許
可
｣
に
関
す
る
人
的
行
為
が
介
在
し
て
い

る
場
合
を
中
心
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
全
面
通
行
禁
止
区
間
の
入
口
に
人
員
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
者
が
例
外
的
に
通
行
を
許
可
し
た
と

い
う
場
合
で
考
え
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、緊
急
自
動
車
と
い
う
場
合
、

緊
急
の
用
を
帯
び
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
も
の
で
も
同
様
に
取
扱
っ
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ト
カ
ー
、
消
防
車
、
救
急
車
、
被
災

現
場
へ
救
助
に
向
か
う
車
等
、
文
字
通
り
緊
急
自
動
車
と

い
え
る
も
の
と
、
一
般
車
両
で
は
あ
る
が
、
病
人
等
を
乗

せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
緊
急
自
動
車
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
を
同
様
に
考
え
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
oこ

こ
で
の
考
え
方
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
み
て
い

く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

①
通
行
禁
止
規
制
と
い
う
の
は
、
全
て
の
車
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
車
の
種
類
や
通
行
の
理
由

等
に
よ
っ
て
差
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
も

の
と
、

②
車
自
体
が
そ
も
そ
も
緊
急
自
動
車
で
あ
る
と
い
う
も
の

に
つ
い
て
は
、
そ
の
緊
急
性
が
全
て
に
優
先
し
、
通
行

規
制
も
そ
れ
ら
緊
急
自
動
車
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と

い
う
も
の
と
で
あ
る
。

②
の
考
え
方
に
よ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
通
行
禁
止
規
制

下
に
お
い
て
も
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
る
と
い
う
考
え

方
が
そ
も
そ
も
該
当
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
緊
急
自
動
車

で
あ
る
が
故
に
通
行
は
当
然
認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、

緊
急
自
動
車
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
走
行



(通
行
)
し
て
い
る
間
に
損
害
を
蒙
る
こ
と
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
ず
、
道
路
管
理
者
の
責
任
を
問
う
べ
き
も
の

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
緊
急

自
動
車
の
通
行
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
救
援
活
動
が
遅

延
し
て
被
災
者
の
損
害
が
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
も
原
則

と
し
て
生
じ
な
い
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
逆
に
、
降
雨
に
よ
り
事
故
発
生
の
蓋
然
性
が
き

わ
め
て
高
い
場
合
に
は
、
緊
急
自
動
車
と
い
え
ど
も
例
外

的
に
通
行
を
認
め
な
い
と
い
う
措
置
を
道
路
管
理
者
が
探

る
べ
き
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
問
題
と
な
る
余
地
が
あ
ろ

う
。
そ
の
判
断
は
、
発
生
し
て
い
る
被
害
の
重
大
性
、
緊

急
性
の
程
度
な
ら
び
に
事
故
発
生
の
蓋
然
性
と
を
勘
案
し

て
な
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
一
義
的
な
結

論
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

で
は
、
一
般
車
両
で
は
あ
る
が
緊
急
性
を
帯
び
て
い
る

も
の
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
、
例
外
的

に
通
行
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
は
、
そ
の
緊
急
性
の
程
度

と
事
故
発
生
の
蓋
然
性
と
を
勘
案
し
て
判
断
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
通
行
禁
止
規
制
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
基
本
的
に
は
通
行

を
認
め
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
事
故
発
生

の
危
険
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
上
で

な
お
通
行
す
る
か
否
か
を
当
該
車
両
の
判
断
に
委
ね
る
と

い
う
こ
と
も

一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
様
々
な
要
因
が
重
な
り
合
い
、
切
迫
し
た
事

情
に
あ
る
現
場
に
お
い
て
き
わ
め
て
困
難
な
決
定
を
強
い

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
後
に
紛
争
の
種
を
残
す
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ず
、
安
易
に
認
め
ら
れ
て
よ
い
こ
と
と
は
思
わ

れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
緊
急
性
を
帯
び
た
一
般
車

両
に
つ
き
例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
車
両
が
落
石
等
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た
と
き
は
、
道

路
管
理
者
が
責
任
を
負
う
こ
と
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
o①

の
考
え
方
に
立
っ
た
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
に
は
、
緊
急
自
動
車
自
体
に
つ
い
て
も
、
②
の

も
と
で
み
た
、
緊
急
性
を
帯
び
た
一
般
車
両
と
同
様
の
考

え
方
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
緊
急
自
動
車
の
場
合
に
は
、
そ
の
任
務
遂
行

の
一
環
と
し
て
、
常
に
一
定
の
危
険
を
内
包
し
て
い
る
と

み
る
な
ら
ば
、
例
外
的
に
通
行
を
認
め
た
道
路
管
理
者
の

責
任
も
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
考
え

方
も
成
り
立
と
う
。
と
り
わ
け
、
被
災
地
へ
の
救
援
活
動

に
向
か
う
緊
急
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
そ
の

よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
す
る
と
今
度
は
、
被
災
地
へ
の
救
援
活
動
に
向
か

う
緊
急
自
動
車
に
つ
き
、
原
則
に
し
た
が
っ
て
通
行
を
認

め
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
被
災
者
の
損
害
が
拡
大
し
た
場

合
に
、
そ
の
拡
大
し
た
損
害
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
が
責

任
を
負
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
に
い
き
あ
た
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
の
考
え
方
は
、
通
行
を
認
め
る
こ
と
が
例

外
な
の
で
あ
り
、
通
行
を
認
め
な
い
と
い
う
原
則
を
維
持

し
た
こ
と
に
対
す
る
非
難
は
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
も
端
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
外
が
ど
の
よ
う
な
場

合
に
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
基
準
が
明
確
に
設
定
さ
れ

れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
も
い
え
る
が
、
問
題

の
性
質
上
、
画
一
的
な
基
準
を
設
定
し
て
お
い
て
そ
れ
で

よ
し
と
す
る
こ
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ

り
と
て
、
こ
の
種
の
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
の
蓄
積
を
待

つ
と
い
う
の
は
迂
遠
で
も
あ
り
、
社
会
生
活
上
、
期
待
を

抱
く
べ
き
事
柄
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
い
つ
の
方
向
と
し

て
は
、
お
よ
そ
緊
急
自
動
車
と
い
う
も
の
を
同
一
の
枠
内

で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
緊
急
性
の
目
的
、
態
様
、
程
度

等
及
び
車
両
の
種
別
に
応
じ
て
目
安
と
も
い
う
べ
き
、
幅

を
も
た
せ
た
基
準
を
設
け
、
そ
の
範
囲
内
で
柔
軟
な
処
理

を
な
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
曖
昧
で
あ
っ
て
、
何
ら
基
準
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
が
、

直
接
的
な
、
か
つ
明
確
な
解
決
を
図
り
難
い
段
階
に
あ
っ

て
は
、
そ
こ
に
一
定
の
有
用
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い
て
自
由
な
立
場

で
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。



は
じ
め
に

道
路
の
設
置
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
事
例
で
は
、
穴
ぼ
こ

の
あ
る
道
路
の
よ
う
に
物
的
瑕
疵
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ

る
よ
う
な
場
合
だ
け
で
な
く
、
物
の
状
態
を
み
る
だ
け
で

は
瑕
疵
の
有
無
を
即
座
に
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

も
多
く
存
在
す
る
。
幼
児
を
始
め
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
々
な
ど
が
転
倒
す
る
な
ど
事
故
を
十
分
防
止
し
え
な
い

道
路
の
構
造
な
ど
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
道
路
の
設
置
管

理
瑕
疵
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
側
の

事
情
も
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ケ
ー
ス
と
し
て
有
名
な
神
戸
市
道
防
護
柵
不
全
児
童
転

落
事
件

(最
判
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
)
、
そ
の
考
え
を

踏
襲
し
た
駅
ホ
ー
ム
視
力
障
害
者
転
落
損
害
賠
償
請
求
事

件
曾
爾
判
昭
和
六
一
年
三
月
二
五
日
)
が
示
す
と
お
り
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
被
害
者
側
の
事
情
が
瑕
疵
の
判
断
要
素
と

な
る
場
合
、
①
周
辺
施
設
の
状
況
や
利
用
状
況
、
②
当
該

営
造
物
の
構
造
に
お
け
る
危
険
の
程
度
、
③
被
害
者
の
行

動
が
通
常
予
測
で
き
る
範
囲
内
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
個

別
具
体
的
に
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
に
、

駅
ホ
ー
ム
視
力
障
害
者
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
最
高

裁
は
、
視
力
障
害
者
に
よ
る
当
該
施
設
の
利
用
状
況
に
か

ん
が
み
、
事
故
当
時
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
標
準
化

･
普
及

の
程
度
も
管
理
瑕
疵
の
判
断
に
お
い
て
重
要
な
判
断
要
素

と
な
る
旨
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
昭
和
五
三
年
判
決
の
最
高
裁
調
査
官
解
説

は

｢人
が
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
、
ど
の
程
度
に
対
し

い
か
な
る
責
任
分
担
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
も

本
件
事
故
の
責
任
配
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
ー
!
仮
に
子
供
の
遊
び
場
と
し
て
常
態
化
し
、
本
件

防
護
柵
を
越
え
て
転
落
す
る
子
供
の
事
故
が
続
発
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
付
近
住
民
か
ら
安
全
対
策
を
と
る
よ
う

陳
情
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
道
路
管
理
者
に
も
そ
の
事
情

が
了
知
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た
と

い
う
よ
う
な
事
実
関
係
で
あ
れ
ば
、
右
防
護
柵
は
子
供
の

転
落
事
故
を
誘
発
す
る
危
険
な
営
造
物
と
い
う
評
価
の
余

地
を
生
じ
、
更
に
安
全
な
金
網
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
講

じ
な
い
限
り
瑕
疵
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
｣
と
述
べ
、
国
賠
法
二
条
の
責
任
の
範
囲
、
そ
し
て

そ
の
利
用
者
の
責
任
の
範
囲
と
の
調
整
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
責
任
の
守
備
範
囲
論
や
設
置
管
理
者
の
義
務
違
反
的
理

論
構
成
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る

(行
政
判
例
百
選
□

三
三
〇
ペ
ー
ジ
)。

道
路
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
な
ど
公
の
営
造

物
の
中
で
も
特
に
利
用
者
が
多
岐
に
渡
り
、
か
つ
、
最
も

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
公
共
性
が
極
め
て
高
い
施
設
で

あ
り
、
周
辺
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
存
続
に
不
可
欠
な

便
益
を
提
供
し
て
い
る
。
道
路
の
設
置
管
理
に
当
た
っ
て

は
、
道
路
利
用
者
の
通
常
予
見
で
き
る
行
動
を
基
本
と
は

し
つ
つ
も
、
各
道
路
の
供
用
目
的
や
利
用
状
況
等
を
勘
案

し
た
木
目
細
や
か
な
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

今
回
は
、
歩
行
者
が
ほ
と
ん
ど
な
い
農
耕
地
帯
で
休
耕

地
に
隣
接
す
る
一
般
国
道
四
七
五
号

(東
海
環
状
自
動
車

道
)
の
工
事
箇
所
内
に
設
置
し
た
沈
砂
池
に
幼
児
が
転
落

し
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
。管
理
瑕
疵
の
判
断
に
お
い
て
、

裁
判
所
が
如
何
な
る
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
の

か
、
道
路
管
理
に
お
け
る
視
点
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
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〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
五
年
一
〇
月
二
三
日

名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部

請
求
棄
却

原
告

…個
人

被
告
…
国

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
六
年
四
月
一
六
日

名
古
屋
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

流
砂
池
に
鞠
落
し
た

、

幼
児
の
行
動
の
予
見
可
能
性

-
一般
国
道
四
七
五
号
沈
砂
池
幼
児
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



表 当事者の主張 (道路管理者 (国) の責任について (国賠法 2条論)

原 告 I 被 告

判
断
要
素

理
瑕
疵
の

国賠法2条の営造物の設置又は管理の瑕疵とは、営造物が通常有すべき安全性を欠
く状態をいうが、かかる瑕疵の存否においては、当該営造物の構造、用法、場所的環
境及び利用状況等諸般の事情を総合考慮して、個別具体的に判断すべきものである。

場
所
的
環
境

ア

本
件
沈
砂
池
付
近
の

本件沈砂池のある西加茂郡藤岡町は、
名古屋市 ･豊田市のベッドタウンとして
人口増加が著しく、急速に宅地開発が進
んでいる地域である。本件沈砂池付近の
農道は車両が時々通り、近所の住民がよ
く散歩している。

住宅地は、本件工事現場から東西に2 0
0メートル~ 3 0 0メートル離れた位置に
あり、本件沈砂地付近は、都市計画法、鳥
獣保護法等の規制から、開発行為が極めて
困難な状況にある。農道の未舗装部分がほ
とんど誰も通ることはなかった。

地
域
住
民
へ
の
周
知
状
況

イ

本
件
工
事
の

藤岡町では、急激に人口が増加し、地
元自治会に加入していない転入世帯が多
くあることから、中部地方整備局名四国
道事務所 (以下 ｢名四事務所｣ という)
は、自治会の ｢工事だより｣ に掲載する
のではなく、直接、本件工事現場付近に
居住する住民に対して、危険性を知らせ
る必要があったにもかかわらず、これを
怠った。

名四事務所は、工事開始前に藤岡町の関
係者を対象に地元説明会を開催し、住民か
らの要望窓口についても説明した。
また、工事期間中は、 ｢工事だより｣ を

月 1回発行し、地元自治体を通じて住民に
配布回覧して、工事の進捗状況や施工内容
を知らせ、工事箇所への立入禁止等の注意
喚起を行った。

ウ

本
件
事
故
の
態
様

幼児が自宅から数百メートル以内の場
所に一人で出かけて遊ぶことは日常的な
ことであり、事故当時、本件側溝には本
件沈砂池に至るまで障害物は一切なかっ
たため、身長約 1メートルの幼児であれ
ば、体をかがめることなく本件沈砂池内
に容易に進入することができる。

本件沈砂池付近が農耕地帯であり、通行
人すらまれであったという事情の下では、
何人かが本件沈砂池に侵入することなど、
到底予測できない。
本件沈砂池は、鋼矢板の上部に設置され

たオレンジ色の金網フェンス等により明ら
かに工事中であると分かるのであり、この
ような本件沈砂地の内部に本件排水口から
進入したとすれば、通常人の予見の及ぶ範
囲にない異常な行動である。

圏

原
告
は
、
本
件
沈
砂
池
に
子
供
が
容
易
に
進
入
で

圓

神
戸
地
裁
は
、
幼
児
が
単
独
で
沈
砂
池
に
至
る
こ

認 池 通
め が 常
る 通 予
こ 常 見
と 有 し
は す 得
で べ な
き き い
な 安 行
い 全 動
o 性 と

　　
い 直
て ち
い に
た 本

海
環
状
自
動
車
道
)
工
事
現
場
内
に
あ
る
※
沈
砂
池
の
底

※

本
件
比
砂
池
は
、
本
件
工
事
が
砂
防
法
の
砂
防
指
定
地
域
内
で
の
工

事
で
あ
り
、
ま
た
、
矢
作
川
水
系
に
属
す
る
河
川
流
域
内
で
の
工
事
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
中
に
発
生
す
る
土
砂
の
流
出
に
よ
り
周
辺

河
川
へ
の
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
目
的
で
、
工
事
区

域
の
雨
水

を
流
入
さ
せ
、
土
砂
を
除
去
し
た
上
で
区
域
外
の
水
路
へ
流
出
さ
せ
る

た
め
に
本
件
工
事
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。

本
件
沈
砂
池
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
判
断

本件沈砂池の近くには、住宅地、公園、
保育園等が存在し住民が農道等を頻繁に
散歩している状況があったことに照らせ
ば、被告は、特に幼児等が本件工事現場
や本件沈砂池で事故に遭わないよう、十
分営造物の安全に注意すべき義務があっ
たのに、これを怠ったものであり、瑕疵
があったことは明白である。

本件沈砂池付近は、 ｢建設工事公衆災害
防止対策要綱｣ が適用される ｢公衆に係わ
る区域｣ (事故が発生した場合、公衆に危
害、迷惑の及ぶおそれのある区域) に該当
しない (公道と接しておらず、第三者の立
入りも予測できない場所) ことは明らかで
ある。

本件沈砂池付近においては、 ｢公衆に係
わる区域｣ とそうでない区域との区分に応
じ、 ｢建設工事公衆災害防止対策要綱｣ 及
び ｢土木工事安全施工技術指針｣ を踏まえ
て適正に諸施策の設計 ･施工を行い、これ
を管理していたものであり、本件沈砂池が
通常有すべき安全性を欠くということは全
くなかった。

つまり、被告は、本件工事区域と公衆が
接する区域である南北の農道との間には施
錠付きゲート等を設置することにより完全
に遮断し、南側ゲート付近には、 ｢あぷな
いからはいってはいけません｣ との文字と
工事関係者を示す人物が両手を広げた絵入
りの工事関係者以外の立入禁止を示す看板
も設置していた。

注) その余の争点 (過失割合及び損害額) は誌面の都合上省略した。
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判決の概要
圏圓團霊霊

国賠法 2条の営造物の設置又は管理の瑕疵とは、営造物が通常有すべき安全性を欠く状態

をいうが、かかる瑕疵の存否においては、当該営造物の構造、用法、場所的環境及び利用状

況等諸般の事情を総合考慮して、個別具体的に判断すべきものである。

1 本件沈砂地の設置目的

(略)

2 本件沈砂池の構造

(略)

3 本件沈砂池の用法

(略)

4 本件沈砂池付近の場所的環境及び利用状況

本件沈砂地には、工事関係者以外の者が近付くことはなく、本件沈砂池の近隣の休耕地も農地

の所有者等関係者以外立ち入ることがある程度であった。また、付近の子供が本件沈砂池付近に

遊びに来ることばなく、沈砂池付近の休耕地に入り込んで遊ぶ子供もいなかった。
5 本件沈砂池の危険防止措置

名四事務所は、地元自治体を通じて付近住民に 翻り暈のお知らせ｣ を回覧し、藤岡町の関係者

を対象とした地元説明会を開催して、工事の進め方、工程期間及び築造物の概要等を説明すると

ともに、関係資料を配布し、地元自治体を通じて ｢工事のお知らせ｣ を回覧し、本件工事の周知

を図った上で、本格的に工事に着手した。
また、 ｢工事だより｣ を毎月 1回発行して、地元自治体を通じて付近住民に配布し、工事の状

況を提供して協力を呼びかけるとともに、沈砂池の写真を掲載する等して危険な工事箇所へ立ち

入らないように注意喚起を図っていた。
本件沈砂池は、本件工事の関係者のみが利用する施設で、一般人の利用は予定されていないも

のである上、本件排水口のある場所に到達するには、 ガードフェンス等を乗り越えて本件側道に

侵入した後、急な下り勾配とこれに続く急な上り勾配の双方を通過して本件沈砂地に至るかしな

ければならないのであり、幼児にとっては非常に困難である。 しかも、本件沈砂池の近隣の休耕

地は立ち入る者もほとんどおらず、まして、子供が遊びに来ることなど全くない場所であった。
ガードフェンスには、幼児でも容易に理解できる絵入りの立入禁止看板が設置されていたこと

及び本件沈砂池の鋼矢板の上部には、転落防止のためオレンジ色の金網フェンスが張り巡らされ

ていたことを併せ考慮すれば、本件沈砂池はその目的に沿って通常備えるべき安全性を備えてい

たというべきである。本件沈砂池の危険性はこのような危険防止措置によって、十分に付近住民

に周知されていたものと考えられるので、名四事務所がこの他に付近住民宅を訪問して直接かつ

具体的に本件工事の危険個所等について説明しなければ事故発生の責任を負うものと考えるのは

相当とは言い難い。
幼児が単独で本件沈砂池に至ることは、通常予測し得ない行動であるから、同様の事故が発生

しておらず、本件沈砂池の危険防止措置について付近住民から何ら改善を求めるような要求もな

いという事情の下では、 かかる通常予測し得ない幼児の行動に備えた措置をとっていなかったこ

とをもって、直ちに本件沈砂池が通常有すべき安全性を欠いていたものと認めることはできない。
以上より、本件沈砂地は、通常有すべき安全性を欠いていたということはできず、被告には、

本件沈砂池の設置又は管理に瑕疵があったとは認められない。

/( 一

　　 　　 　
　 　　 　 　　　　

　
　　 　 　 　ゞ / ′ ′'

　　

　
　　　　図1 位置図 幾ノ ン
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バリケード 安全ネット

旦
も

注意喚起看板
(バリケードは本件事故後に設置)

＼
＼凄駄

← C

3 . 6 m

注意喚起看板 ノでリケード
(バリケードは本件事故前から設置)

図 2 本件沈砂池の状況

凡例 甲での名称 乙での名称 護冊日 個磁
〉、 .ノ 防護稲 バリケード HI2、04.26 3枚
く ･ フエンス HV2.04.26 5枚
家で葵 防護ネシト 安全ネット 日1クnR nつ 1式

看板 捻蕎血蒜看板 H12.05,16 4枚
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寸
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や
に
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お
わ
り
に

今
回
の
名
古
屋
高
裁
の
判
決
で
は
、
原
告
側
の
主
張
が

全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
の
管
理
瑕
疵
の
有
無
は
、
危
険
状
況
等
の
具
体
事

情
の
総
合
判
断
に
よ
る
が
、
そ
の
際
、
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
、
被
害
側
の
危
険
回
避
能
力
、
危
険
回
避
の
た
め
に

探
る
べ
き
措
置
な
ど
、
被
害
者
側
の
事
情
も
ま
た
重
要
な

判
断
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
側
に
つ
い

て
問
題
と
な
る
行
為
規
範
が
数
々
あ
る
の
で
あ
る
。
特
に

転
落
事
故
の
事
例
な
ど
で
は
、
国
賠
法
二
条
で
、
そ
の

｢瑕
疵
｣
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。
た
め

池
の
転
落
事
故
を
例
に
と
る
と
、
物
的
形
状
瑕
疵
に
お
い

て
全
く
同
一
の
た
め
池
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
が
宅
地
化
さ

れ
て
い
る
と
か
、
子
供
の
遊
び
場
が
近
い
と
い
う
よ
う
な

客
観
的
な
場
所
的
状
況
と
と
も
に
、
｢転
落
し
た
人
間
が
、

危
険
回
避
能
力
を
完
全
に
備
え
た
大
人
で
あ
る
か
、
不
完

全
な
子
供
で
あ
る
か
、
回
避
能
力
皆
無
で
あ
る
だ
け
に
親

な
ど
の
監
護
者
が
監
護
す
べ
き
乳
児
で
あ
る
か
ど
う
か
の

主
観
的
な
人
的
事
情
に
よ
っ
て
瑕
疵
の
有
無
は
異
な
っ
て

く
る
｣
の
で
あ
る
。
(遠
藤
博
也
･
国
家
賠
償
法
上
巻
)

こ
の
よ
う
な
被
害
者
側
の
事
情
を
含
め
た
総
合
判
断
を

行
っ
た
道
路
の
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
事
例
は
、
高
知
市
道

幼
児
用
水
路
転
落
事
件

(昭
和
四
八
年
五
月
八
日
)、
尾

張
旭
市
道
通
学
路
側
溝
転
落
事
件

(昭
和
五
四
年
七
月

日
)、
東
京
都
歩
道
窪
み
歩
行
者
転
倒
事
件

(東
京
地
裁

平
成
三
年
六
月
一
人
日
)
な
ど
多
く
存
在
す
る
。
(い
ず

れ
も

｢道
路
管
理
瑕
疵
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
(ぎ
ょ
う

せ
い
)
参
昭
巴
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
相
当
程
度
の
判
断
能
力
を
有
す
る

中
学
三
年
生
の
行
動
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
判
断
し
た

一
般
国
道
三
四
号
学
童
側
溝
転
落
事
件

(福
岡
高
裁
平
成

一
五
年
七
月
一
五
日
)
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
台
風

で
記
録
的
な
豪
雨
時
に
中
学
三
年
生

(当
時
一
四
歳
)
が

豪
雨
の
影
響
で
浮
き
沈
み
を
し
て
い
る
側
溝
を
足
で
押
し

た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
側
溝
に
転
落
し
死

亡
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
が
、
福
岡
高
裁
は

｢中
学
三

年
生
と
い
え
ば
、
好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、
成
人
か
ら
見
れ

ば
危
険
と
思
わ
れ
る
行
動
を
試
み
る
年
頃
で
あ
る
。
本
件

水
遊
び
の
類
は
、
誘
惑
的
存
在
だ
っ
た
ろ
う
。｣
と
し
た

上
で
、
｢同
行
動
が
通
常
予
測
し
得
る
限
度
を
明
ら
か
に

逸
脱
し
た
異
常
行
動
で
あ
り
、
設
置
･
管
理
者
で
あ
る
被

控
訴
人

(国
)
に
と
っ
て
予
測
を
超
え
た
行
動
で
あ
っ
た

と
う
ほ
ど
で
も
な
い

(最
高
裁
昭
和
五
六
年
七
月
一
六

日
)｣
と
し
管
理
瑕
疵
を
認
め
て
い
る
。

国
賠
法
二
条
は
、
危
険
責
任
の
法
理
に
よ
る
無
過
失
責

任
を
謳
う
が
、
近
年
の
裁
判
例
、
特
に
一
審
判
決
の
例
を

見
る
と
、
被
害
者
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
条
を
道
具

と
し
て
設
置
管
理
者
に
賠
償
責
任
を
認
め
る
例
が
多
く
目

に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
同
条
が
結
果
責
任
を
問
う

も
の
で
な
い
以
上
、
｢瑕
疵
｣
の
有
無
の
判
断
は
個
別
具

体
的
事
情
に
沿
っ
て
厳
格
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
、
今
回
紹
介
し
た
裁
判
所
の

判
断
要
素
を
参
酌
し
、
日
頃
よ
り
各
道
路
の
供
用
目
的
や

利
用
状
況
等
を
十
分
勘
案
し
つ
つ
木
目
細
や
か
な
管
理
を

行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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艦れ鬱◎朧嶬

卿
崎
っ
て
ま
ち
麒
!

と
ん
び
会
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
東
京
事
務
所
三
年
目
、
と
ん
び

会
一
年
目
の
政
令
市
市
政
会
館
ブ
ロ

ッ
ク
、
川
崎
市
の
小
松
で
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
今
年
、
市
制
八

〇
周
年
を
迎
え
る

｢川
崎
｣
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

京
浜
工
業
地
帯
の
｢工
業
都
市
｣

あ
る
い
は

｢公
害
の
ま
ち
｣
と
思
っ

た
方
は
、
正
直
言
っ
て
、
か
な
り
年

配
の
方
で
す

(ご
め
ん
な
さ
い
)
。

実
は
、
川
崎
は
、
文
化
の
香
る
音
楽

や
映
画
の
ま
ち
だ
っ
た
り
、
自
然
ゆ

た
か
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
っ
た
り
し

て
、
結
構
お

･
い
･
し

･
い

･
ま
ち

だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

今
回
、
あ
り
が
た
く
も
、
こ
の

｢と
ん
び
の
広
場
｣
の
誌
面
を
使
わ

川
崎
市
東
京
事
務
所

小
松

利
行

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
少

し
川
崎
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆

『ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
｣

ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
は
、
川
崎
市
制
八
〇
周
年
記
念

ミューザ川崎シンフォニーホール外観

鱗修二------------ --- - - ---･

写真2 シンフオニーホール

事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
商

業
･
業
務
機
能
と
の
相
乗
効
果
を
は

か
り
、
｢音
楽
の
ま
ち
･
か
わ
さ
き
｣

と
い
う
新
し
い
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
創

造

･
発
信
す
る
音
楽
拠
点
と
し
て
今

年
の
七
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

(写
真
1
)。

ミ
ュ
ー
ザ
は
、
｢
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
｣

と
人
が
集
ま
る

｢座
｣
と
を
合
わ
せ

た
造
語
で
、
約
三
、
六
〇
0
件
の
全

国
か
ら
の
公
募
の
中
か
ら
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

ホ
ー
ル
の
運
営
に
は
、
ホ
ー
ル
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
聴
衆
、
市
民
と
の

新
し
い
関
係
を
創
る
た
め
、
東
京
交

響
楽
団
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を

結
び
、
年
五
回
程
度
の
公
演
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
東
京
交
響
楽
団
の
秋

山
和
慶
さ
ん
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

小
川
典
子
さ
ん
、
作
詞
作
曲
家
の
小

椋
佳
さ
ん
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
佐
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山
雅
弘
さ
ん
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
松
居

直
美
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ス
タ
ッ

フ
に
迎
え
、
ク
ラ
ッ
シ
ク
を
基
本
に

据
え
た
ホ
ー
ル
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

幅
広
い
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
に
対
し
て
助

言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す

(写
真
2
)。

施
設
の
概
要
は
、次
の
通
り
で
す
。

1

音
楽
ホ
ー
ル

･
客
席

一
、
九
九
七
席

(車
い

す
一
〇
席
を
含
む
)

･
形
態

ワ
イ
ン
ヤ
ー
ド
形
式

･
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

ス
ト
ッ
プ

プ
数
七
一
、
パ
イ
プ
数
五
、
一

　　
　
　　　　
　
　

　　　　　
　
　
　

　ツ

　

　

　

　写真 3 ラ チツタデッラ

二
三
本

〔ビ
ル
ダ
ー
〕
ス
イ

ス

･
ク
ー
ン
社

2

音
楽
工
房

(可
動
一
五
〇
席
、

歓
喜
の
広
場
、
企
画
展
示
室
、
練

習
室
、
会
議
室
、
研
修
室
等

◆
コ
フ

チ
ツ
タ
デ
ツ
ラ
｣
と

｢T

O
H
O
シ
ネ
マ
ズ

川
崎
｣

ま
た
、
J
R
川
崎
駅
の
周
辺
に
は
、

一
三
ス
ク
リ
ー
ン
約
四
、

一
〇
〇
席

数
を
持
つ
首
都
圏
最
大
規
模
の
シ
ネ

コ
ン
、
｢
ラ

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ
｣
と

九
ス
ク
リ
ー
ン
約

一
、
九
〇
〇
席
数

を
持
つ

｢
T
O
H
O
シ
ネ
マ
ズ

川

崎
｣
が
あ
り
ま
す
。

｢ラ

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ
｣
(写
真
3
)

は
イ
タ
リ
ア
の
丘
陵
に
造
ら
れ
た
街

を
モ
チ
ー
フ
に
、
映
画
館
だ
け
で
な

く
チ
ネ
チ
ッ
タ
通
り
を
は
さ
み
飲
食

店
が
集
ま
る
メ
イ
ン
エ
リ
ア

｢
マ
ジ

ョ
ー
レ
｣
、
服
飾

･
雑
貨
の
店
が
集

ま
る

｢ビ
バ
ー
チ
ェ
｣
、
ラ
イ
ブ
ス

ポ
ッ
ト

｢
ク
ラ
ブ
チ
ッ
タ
｣
な
ど
が

あ
り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
イ
タ
リ
ア
気

分
が
味
わ
え
ま
す
し
、
ま
た

｢T
O

H
O
シ
ネ
マ
ズ

川
崎
｣
が
あ
る

｢ダ
イ
ス
｣
の
建
物
に
も
飲
食
店
は

も
と
よ
り
一
~
二
階
に
は
家
電
、
ホ

ビ
ー
の
量
販
店
、
五
階
に
は
日
曜
大

工
が
大
好
き
な
お
父
さ
ん
に
は
た
ま

ら
な
い
D
I
Y
関
係
の
お
店
が
あ

り
、
若
者
や
年
配
の
方
に
も
、
一
日

い
て
も
あ
き
ま
せ
ん
。

◆
川
崎
と
い
え
ば
川
崎
大
師
か
は
!

ま
た
、
川
崎
と
い
え
ば
多
く
の
方

が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
す

で
に
行
か
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
こ
川
崎
大
師
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

(写
真
4
)。

師　

　

　

　

写

道



川
崎
大
師

(厄
除
弘
法
大
師
)
の

正
式
な
名
称
は
、
真
言
宗
智
山
派

･

大
本
山
金
剛
山
金
乗
院
平
間
寺
と
い

い
、
も
ろ
も
ろ
の
災
厄
を
消
除
す
る

厄
除
大
師
と
し
て
昔
か
ら
有
名
で
、

文
化
一
〇
年

(
一
八
一
三
年
)
に
は
、

三

代
将
軍
徳
川
家
斉
も
公
式
参
拝

を
行
い
、
江
戸
か
ら
日
帰
り
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
庶
民
は
も
と
よ
り
武

士
階
級
に
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
初
詣

に
は
、
参
拝
ま
で
三
時
間
近
く
待
つ

こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
行

か
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
し
た

ら
、
是
非
一
度
参
拝
さ
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
今
年
は
、
一
〇
年
に
一
度

の
｢大
開
帳
｣
の
年
に
な
り
ま
す
が
、

五
月
末
日
ま
で
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
で
す
と
、
毎
年
七
月
の
下
旬
に
開

催
さ
れ
る

｢風
鈴
市
｣
な
ど
が
お
勧

め
で
す
ね
。全
国
の
風
鈴
が
集
ま
り
、

そ
の
数
二
万
個
を
超
え
る
そ
う
で

す
。
夏
の
盛
り
に
涼
し
げ
な
音
を
楽

し
む
の
も
風
流
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
師
に
向
か
う
仲
見
世
通
り
に
は
、

だ
る
ま
や
、
店
先
で
と
ん
、
と
こ
、

写真5 生田緑地日本民家園

と
音
を
出
し
な
が
ら
飴
を
切
る
実
演

を
し
て
い
る
と
ん
と
こ
飴
、
ま
た
大

師
名
物
の
久
寿
餅
な
ど
を
売
る
店
が

軒
を
な
ら
べ
て
い
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と

ひ
や
か
し
な
が
ら
歩
く
の
も
意
外
と

お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

◆
自
然
豊
か
な
生
田
緑
地

こ
れ
ま
で
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
も
の
は
、
J
R
川
崎
駅
周
辺

と
川
崎
大
師
な
ど
川
崎
区
の
も
の
で

し
た
が
、
こ
こ
で
多
摩
区
の
自
然
ス

ポ
ッ
ト
を

一
つ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

多
摩
丘
陵
の
自
然
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
た
生
田
緑
地
は
、
起
伏
を
生
か

し
た
自
然
探
勝
路
が
整
備
さ
れ
、
気

土
山
や
丹
沢
山
系
の
山
々
を
は
じ

軽
に
自
然
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

め
、
都
心
の
高
層
ビ
ル
群
な
ど
雄
大

公
園
で
す
。
二
、
人
O
O
株
の
シ
ョ

な
展
望
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
近

ウ
ブ
園
を
は
じ
め
、
ツ
ツ
ジ
園
や
ツ

く
に
は
春
と
秋
に
開
園
す
る

｢向
ヶ

バ
キ
園
も
あ
り
ま
す
。
敷
地
内
に
は

丘
遊
園
跡
地
地
区
｣
の
バ
ラ
園
も
あ

古
民
家
を
移
築
し
た
日
本
民
家
園

り
ま
す

(図
1
)。

(写
真
5
)
や
伝
統
工
芸
館
、
ブ
ラ

◆
お
わ
り
に

ネ
タ
リ
ウ
ム
も
あ
る
青
少
年
科
学

今
回
、
川
崎
の
一
部
を
紹
介
さ
せ

館
、
岡
本
太
郎
美
術
館
、
ゴ
ル
フ
場

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
川
崎
の
イ

な
ど
も
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
家
族

メ
ー
ジ
が
少
し
で
も
変
わ
っ
て
い
た

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
自
然
の
緑

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、

地
で
す
。
最
高
点

(海
抜
八
四
m
)

川
崎
に
遊
び
に
き
て
み
て
く
だ
さ

に
あ
る
枡
形
山
展
望
台
か
ら
は
関
東

し

平
野
が
一
望
。
晴
れ
た
日
に
は
、
富

図 1 生田緑地マップ

邇 小田急線｢向ケ丘遊園｣駅徒歩
15分。 8月2 9日までの土曜、 日曜、
祝日は｢向丘遊園駅東口｣~ ｢生田緑
地入口 (東口駐車場前)｣の直通バス
を連行しています カワセミ
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岐
阜
県
の
新
し
い
観
光
名
所

榊
寡

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
岐
阜
県

東
京
事
務
所
の
奥
田
と
申
し
ま
す
。

こ
の
四
月
か
ら
東
京
事
務
所
に
参
り

ま
し
た
。
妻
と
一
人
娘
を
地
元
に
残

し
単
身
上
京
し
て
、
は
や
二
ヵ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
毎
日
、
国
土
交
通
省

の
廊
下
を
岐
阜
県
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
入
れ
た
か
ば
ん
を
持
っ
て
、

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
岐

阜
県
に
行
く
予
定
が
あ
る
方
は
、
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

お
渡
し
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
行

く
予
定
が
な
い
方
で
も
興
味
の
あ
る

方
は
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

◆
岐
阜
の
観
光
と
い
え
ば

飛
○
高
0
?

さ
て
、
岐
阜
の
観
光
名
所
と
い
え

ば
、
飛
騨
高
山
が
有
名
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?

岐
阜
県
を
知
ら
な
く

て
も
飛
騨
高
山
と
い
う
と
小
京
都
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
今
、
美
濃
地
方

(東
海
地

方
)
で
は
、
二
〇
〇
五
年
の
愛

･
地

球
博
に
向
け
て
東
海
環
状
自
動
車
道

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
沿
線
の
可
児
市
に
は
、
日

本
一
の
バ
ラ
園
で
有
名
な
花
フ
ェ
ス

タ
記
念
公
園
、
ま
た
、
美
濃
加
茂
市

に
は
、
中
村
玉
緒
さ
ん
に
名
誉
園
長

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
昭
和

村
と
い
う
岐
阜
県
の
公
園
が
あ
り
ま

す
。
特
に
日
本
昭
和
村
は
、
す
で
に

開
園
済
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内

で
二
番
目
に
整
備
さ
れ
る
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
に
な
る
予
定
で
東
海
環

岐
阜
県
東
京
事
務
所

奥
田

克
彦

状
自
動
車
道
の
整
備
と
同
時
に
、
東

海
環
状
自
動
車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

を
整
備
し
て
い
る
最
中
で
す
。
今
回

は
、
岐
阜
県
で
一
番
目
に
整
備
さ
れ

た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
東
海
北
陸
自
動
車
道
か
ら
の

ハ
イ
ウ
エ
イ
オ
ア
シ
ス

施
設
の
名
称
は
、
｢河
川
環
境
楽

園
｣
と
言
い
ま
す
。
施
設
の
場
所
は
、

名
古
屋
か
ら
飛
騨
高
山
を
通
り
富
山

県
へ
抜
け
る
東
海
北
陸
自
動
車
道
の

川
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ
り
ま

す
。
名
神
高
速
道
路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
か
ら
は
、
約
二
〇
分
で
到
着
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
徴
と
し
て
は
、
国
が
事
業
主
体

の
国
営
公
園
、
岐
阜
県
が
事
業
主
体

の
県
営
公
園
、
土
木
研
究
所
が
事
業

主
体
の
自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
、

日
本
道
路
公
団
が
事
業
主
体
の
東
海

北
陸
自
動
車
道

･
川
島
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
の
四
つ
の
施
設
か
ら
直
接
入

園
で
き
る

｢環
境
共
生
型
｣
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
公
園
と
な

っ
て
い
ま

す
。

空から見た河川環境楽園

◆
国
営
公
園

(木
曽
川
水
園
)

国
営
公
園
に
は
、
子
供
た
ち
が
自

然
を
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
木
曽
川
水

園
や
自
然
発
見
館
、
河
の
森
、
川
原

広
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
人
工
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河
川
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち

し
ょ
う
か
。

に
安
心
し
て
川
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
写
真
の
よ
う
に
夏
に

は
子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。本

写
真
は
、
｢山
里
の
景
｣
で
と

い
う
山
里
体
験
ゾ
ー
ン
の
風
景
で
、

こ
れ
以
外
に
も
奥
深
い
山
間
渓
谷
の

自
然
環
境
を
深
山
渓
谷
の

｢山
渓
の

景
｣、
奇
岩
･
岩
礁
の

｢渓
谷
の
景
｣

と
い
う
探
検
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

｢アクア ･トトぎ志｣ イメージ図

◆
岐
阜
県
宮
公
園
(世
界
淡
水
魚
園
)

今
回
、
読
者
の
方
々
に
一
番
お
伝

え
し
た
い
こ
と
が
、
今
年
七
月
一
四

日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
岐
阜
県
世
界
淡

水
魚
園
水
族
館

｢ア
ク
ア
･
ト
ト
ぎ

自然工法展示場の様子

ふ
｣
で
す
。
淡
水
の
水
族
館
で
は
日

◆
そ
の
ほ
か
に
も

本
一
の
規
模
と
な
る
水
族
館
で
、

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、

｢長
良
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
と

延
長
八
〇
0
m
の
長
さ
を
有
す
る
世

世
界
の
淡
水
魚
｣
を
テ
ー
マ
に
、
自

界
最
大
規
模
の
実
験
河
川
が
あ
り
ま

然
環
境
を
綿
密
に
再
現
し
た
国
内
初

す
。
ま
た
、
岐
阜
県
が
中
心
と
な
っ

の
本
格
的
な
環
境
展
示
の
水
族
館
で

て
企
画
し
た
目
狭
韮
ハ生
工
法
展
示
場

す
。
大
き
い
も
の
は
全
長
三
m
、
体

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

重
三
〇
〇
箱
に
も
な
る
と
い
う
メ
コ

は
、
｢自
然
共
生
川
づ
く
り
研
究
｣

ン
オ
オ
ナ
マ
ズ
な
ど
の
希
少
種
も
数

と
し
て
平
成
一
二
年
度
よ
り
一
九
の

多
く
展
示
し
ま
す
。

企
業
が
実
際
の
河
川
で
工
法
や
製
品

ま
た
、
本
施
設
と
同
時
に
観
覧
車

の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

を
設
置
し
ま
し
た
。
な
ぜ
岐
阜
県

よ
う
に
、
土
木
関
係
者
に
と
っ
て
も

が
?

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

非
常
に
興
味
深
い
公
園
と
な
っ
て
い

ん
が
、
｢河
川
環
境
楽
園
｣
は
す
ば

ま
す
。
車
で
中
部
地
方
に
訪
問
さ
れ

ら
し
い
施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

る
際
に
は
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
い
た
だ
け

ず
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
走
っ
て

る
と
幸
い
で
す
。

道行セ 2004,6 5 7

子供たちが川遊びをしている様子

東北北陸自動車道からの風景

｢長
良
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
と

世
界
の
淡
水
魚
｣
を
テ
ー
マ
に
、
自

然
環
境
を
綿
密
に
再
現
し
た
国
内
初

の
本
格
的
な
環
境
展
示
の
水
族
館
で

す
。
大
き
い
も
の
は
全
長
三
m
、
体

重
三
〇
〇
箱
に
も
な
る
と
い
う
メ
コ

ン
オ
オ
ナ
マ
ズ
な
ど
の
希
少
種
も
数

多
く
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
本
施
設
と
同
時
に
観
覧
車

を
設
置
し
ま
し
た
。
な
ぜ
岐
阜
県

が
?

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
｢河
川
環
境
楽
園
｣
は
す
ば

ら
し
い
施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
走
っ
て

い
る
自
動
車
か
ら
は
単
な
る
一
般
的

な
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
か
見
え

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
観
覧
車
が
で
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
り
、
初
め
て
東
海
北
陸
自
動
車
道

を
走
っ
て
い
る
方
が

｢面
白
そ
う
な

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
だ
か
ら
寄
っ
て

み
よ
う
｣
と
思
わ
れ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。



鸚
豊
禰
讓
衞
薹
楚
遭
襁
鎖
嚢
臓
帽
つ
い
て

餅
蝉
瀞
罐
薹
齦鱗
轆憲
纏鱸
青
木
保
親

一

は
じ
め
に

岐
阜
市
は
、
中
京
都
市
圏
の
北
端
に
位
置
す
る
人
口
約

四
〇
万
人
の
中
核
都
市
で
す
。
清
流
長
良
川
や
戦
国
武
将

の
斎
藤
道
三
や
織
田
信
長
で
も
知
ら
れ
る
岐
阜
城
･
金
華

山
な
ど
、
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
、
特
に
長
良
川
の
鵜
飼

い
は
一
三
〇
0
年
の
歴
史
を
有
す
る
市
の
観
光
の
中
心
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
、
車
を
中
心
と
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル

が
定
着
し
、
低
密
度
な
市
街
地
の
外
延
化
や
、
商
業
機
能

の
郊
外
化
に
よ
る
求
心
力
の
低
下
な
ど
、
都
市
活
力
の
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
良
川
を
挟
ん
で
、
南
に
商
業
業
務
が
集
積
し
、

北
に
住
居
地
域
が
広
が
る
都
市
構
造
か
ら
、
朝
夕
に
は
、

通
勤
交
通
に
よ
る
渋
滞
が
長
良
川
渡
河
断
面
を
中
心
に
発

生
し
、
こ
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど

公
共
交
通
の
定
時
性
の
低
下
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低

下
を
招
い
て
お
り
ま
す
。
自
動
車
分
担
率
は
、
平
成
一
三

年
度
第
四
回
中
京
都
市
圏
P
T
に
お
い
て
も
、
平
成
一
三

年
度
調
査
で
は
六
0
%
を
越
え
て
お
り
、
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
は
約
八
%
と
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
経
営
環
境
の

悪
化
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
低
下
さ
せ
、
更
に
利
用
者

離
れ
を
起
こ
す
悪
循
環
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
鉄

道
事
業
法
や
道
路
運
送
法
の
改
正
以
後
に
よ
り
、
鉄
道
や

バ
ス
路
線
の
退
出
の
動
き
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
市
の
平
均
高
齢
化
率

は
約
一
九
%
に
達
し
、
中
心
市
街
地
の
い
く
つ
か
の
地
域

で
は
既
に
三
0
%
を
越
え
て
お
り
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
自

動
車
を
自
ら
運
転
で
き
な
い
人
た
ち
の
将
来
に
わ
た
る
移

動
手
段
の
確
保
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
(図
1
･
2
)。

二

実
験
の
皆
豊
泉

市
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
T
D
M
施
策
を
含
め
た
交

通
円
滑
化
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、
平
成
一
○
年
度

に
は
、
初
め
て
の
社
会
実
験
と
し
て
バ
ス
連
行
本
数
が
最

も
多
い
幹
線
道
路
で
あ
る
長
良
橋
通
り
(国
道
三
五
六
号
)

に
お
い
て
、
｢バ
ス
専
用
レ
ー
ン
｣
の
交
通
社
会
実
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
交
通
社
会
実
験
で
は
、
バ
ス
専
用
レ
ー

ン
内
の
定
時
性
向
上
の
効
果
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、
一

般
車
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
た
バ
ス
が
バ
ス
専
用
レ
ー
ン

に
到
達
す
る
ま
で
に
一
時
間
も
遅
れ
を
生
じ
る
な
ど
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
)。

そ
の
一
つ
と
し
て
は
、
環
状
線
な
ど
の
迂
回
ル
ー
ト
の

確
保
な
ど
、
骨
格
道
路
網
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
環
状
線
も
、
昭
和
四
三
年
の
事
業
着
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手
か
ら
約
三
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
平
成
一
五
年
三
月
に

号
、
国
道
一
五
七
号
)
の
通
過
交
通
が
減
少
し
て
、
都
心

一
部
暫
定
供
用
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
う
や
く
全
線
が
開
通

部
の
交
通
流
動
が
円
滑
に
な
り
ま
し
た

(図
3
)。

し
ま
し
た
。
こ
の
環
状
線
の
供
用
に
よ
り
都
心
部
へ
の
通

都
心
部
の
交
通
流
動
が
変
化
し
た
の
を
契
機
に
、
将
来

過
交
通
の
流
入
が
減
少
し
、
長
良
橋
通
り

(国
道
二
五
六

の
交
通
体
系
の
見
直
し
に
向
け
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　

　れ
阜

阜

細

岐

岐

邨
圓 岐阜市代表交通手段構成比の状況 (第4回中京P T )

図 2 岐阜市代表交通手段構成比の推移 (第 1回圏域集計)

図 3 長良橋断面交通量の変化
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計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三

交
通
ビ
ジ
ョ
ン

(車
中
心
か
ら
、
歩
行
者

や
公
共
交
通
重
視
へ
)

歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、路
面
電
車

･
バ
ス
等
の
公
共
交
通
が
使
い
や
す
く
、

車
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
手
段
が
適
切
に
組
み
合
わ

さ
れ
た
交
通
体
系
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
交
通
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
自
動

車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
高
齢
者
も
、
路
面

電
車

･
バ
ス
等
の
公
共
交
通
に
よ
っ
て
移
動
手
段
が
確
保

さ
れ
、
ま
た
歩
行
者
や
自
転
車
が
街
中
で
主
役
に
な
る
こ
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と
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
が
保
た
れ
、
商
店
街
が
に
ぎ
わ

う
な
ど
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
く
、
活
力
の
あ
る
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
掲
げ
ま
し
た

(図
4
)。

四

社
会
実
験
の
内
容

③

バ
ス
レ
ー
ン
実
験

区

間

バ
ス
優
先
レ
ー
ン

徹
明
町
交
差
点

期
間
及
び
時
間

長
良
北
町
交
差
点
~

日
7
…
00
~
8

"
30
南
進
方
向

実
験
内
容

･
道
路
交
通
法
に
よ
る
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
を
設
置

･
バ
ス
レ
ー
ン
沿
線
に
お
け
る
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ

ド
、
サ
イ
ク
ル
&
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実
施

②

路
面
電
車
実
験

期
間
及
び
時
間

め
月
27
日
月
~
=
月
28
日
翁
終
日

実
験
内
容

①
軌
道
敷
内
通
行
不
可

道
路
交
通
法
に
よ
る
軌
道
敷
内
の
自
動
車
の
通

行
を
規
制
す
る

区

間
市
内
線

西
野
町
交
差
点
~
千
手
堂
交
差
点

徹
明
町
交
差
点
~
長
住
町
交
差
点

田
神
線

全
線

②
路
面
電
車
優
先

路
面
電
車
優
先
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
看
板
な

ど
で
自
動
車
利
用
者
に
周
知
を
図
る
。

区

間
市
内
線

千
手
堂
交
差
点
~
徹
明
町
交
差
点

③
安
全
島
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
安
全
性
の

確
保
を
目
的
と
し
た
安
全
島
を
設
置
す
る
。

設
置
場
所

･
新
岐
阜
駅
前

マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
、
幅
員
一
･
五
m
を
確
保

･
西
野
町

交
差
点
の
流
入
側
へ
移
設
、
防
護

“ 道行セ 2004.6
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2 1世紀のrざる･｣を支える交通体系

(金

図 4 実験の位置づけ
の

-フる
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既
盈

必
ル

が
ポ

o
o
換
ン

る
要
転
シ
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必
の
の

て
が
へ
早

し
立
系
岐

退
確
体
と

衰
の
逓
成

が
系
交
形

通
体
た
の

交
通
し
間

共
交
視
空

公
る
重
者

の
き
を
行

ど
で
車
歩

な
応
転
つ

車
対
自
持

電
に

･
を

面
覇
者
り

路
問
行
が

ス競
稼
拡

バ
の
通
的

、ど
交
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熟
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冊
設
置
、
幅
員
は
一
･
o
m

な
お
、
美
濃
町
線
沿
線
、
揖
斐
郡
大
野
町
及
び
忠

節
駅
に
お
い
て
の
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
を
実
施

③

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

区

間

長
良
橋
通
り

若
宮
町
交
差
点
か
ら

金
宝
町
交
差
点
間

期
間
及
び
時
間

11
月
1
日
幻
、
11
月
3
日
椥
の
10
"

実
験
内
容

.
若
宮
町
交
差
点
か
ら
徹
明
町
交
差
点
の
間

バ
ス

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

･
徹
明
町
交
差
点
か
ら
金
宝
町
交
差
点
の
間
路
面
電

車
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

･
一
般
車
、
タ
ク
シ
ー
の
通
行
を
規
制
、
徹
明
町
交
差

点
か
ら
金
宝
町
交
差
点
間
は
全
て
の
バ
ス
を
迂
回
。

㈲

ま
ち
な
か
歩
き
実
験

区

域

徹
明
町
通
り
以
南
で
長
良
橋
通
り
と

金
華
橋
通
り
に
囲
ま
れ
た
都
心
地
域

期
間
及
び
時
間

m
月
27
日
同
~
=
月
28
日
鉛
の
終
日

実
験
内
容

歩
行
者
等
を
中
心
に
し
た
ま
ち
歩
き
ゾ
ー
ン
の
環

境
整
備
実
験
を
行
う
。

･
30
如
/
h
制
限
の
徹
底

｢ゾ
ー
ン
30
｣
の
路
面
表

示
･
ゾ
ー
ン
入
り
口
に
お
け
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
と

ハ
ン
プ
の
設
置

-
、ゞ
ミゾ≧
な

さ
員もぎ

パーク&ライ鴎瑳草場

榊
.

,“
き
広め,

　　　
　　
　

　
　

　
　
　
　　

道行セ 2004.6 6Z

パーク&ライド駐車場

まちなか歩きゾーン実験
10月?旧く助から1臟自選

図 5 総合型交通社会実験概要図



･
外
側
線
の
表
示

◎

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
実
験

区

域

J
R
岐
阜
駅
前
か
ら
岐
阜
市
役
所
周

辺
に
至
る
都
心
部

期
間
及
び
時
間

め
月
20
日
用
、
=
月
3
日
月
の
9

00
~
“
…
0 0

実
験
内
容

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
活
用
に
よ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
実
施
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
推
進

す
る
。
併
せ
て
、
ベ
ン
チ
の
設
置
等
を
市
民
参
加
に

よ
り
実
施
し
、
ま
ち
な
か
歩
き
に
よ
り
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
の
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◎

社
会
実
験
対
応
イ
ベ
ン
ト

①
こ
の
ま
ち
の
暮
ら
し
と
バ
ス
、
ク
ル
マ
、
路
面
電
車

(シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

日
時
…
11
月
2
日

聡
…
①
~
15
…
①

場
所
…
徹
明
町

･
メ
ル
サ
ホ
ー
ル

内
容
…岐
阜
の
ま
ち
の
バ
ス
や
路
面
電
車
の
使
い
方

の
工
夫
や
交
通
の
将
来
に
つ
い
て
、
市
民
と

の
討
議

②
公
共
交
通
V
S
ク
ル
マ

(岐
阜
の
こ
れ
か
ら
の
都
市

交
通
を
考
え
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

日
時
…
7
月
13
日

幹
…
①
~
邸
…
30

場
所
…岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
…
ク
ル
マ
優
先
型
社
会
の
都
市
政
策
の
是
非
、

及
び
岐
阜
市
の
求
心
力
の
源
で
あ
る
神
田

○公共交通利用促進
バスレーン ･路面電車交通社会実験

評価観点 定量的調査 定性的調査

公共交通の利便性
向上の検証

路面電車の利便性 e路面電車走行時間調査 の路面電車利用者アンケート
バスの利便性 ◎バス走行時間調査 ◎バス利用者アンケート

公共交通の利用状
況変化の検証

路面電車の利用状況 ◎駅別乗降者数調査 ◎路面電車利用者アンケート
バスの利用状況 eバス停別乗降者数調査 ◎バス利用者アンケート

公共交通利用促進策の効果 雌檄
査

棚
獺濃鰈孵

知
&

&
餅
鱈

◎駐車場･駐輪場利用者
アンケート

公共交通への転換

勢蝋

地域全体への影響

*願
{目

査瑚

囃

流
寓
鰤

雌
鏑
齢

戦
鼓
鮴

戲
鐵
施

e

◎

◎ ネ膨聽饑

商店街･沿道への影響 鱗蹴
◎ 渉縫廳饑

笏繊圦@

公共交通事業者への影響

灘
調
檄癈滌鵺鰈

猷 蕩膨鑓鮫鉛
社会実験による意識変化 ネ螂

五

実
験
調
査
概
要

実
験
調
査
は
、
実
験
毎
の
定
量
的
調
査
、
定
性
的
調
査

○中心市街地の活性化
トランジットモール ･まちなか歩き ･レンタサイクル交通社会実験

酵料
地
ネ讓燃

問時
性

在
遊

滞
回

@歩行者･自転車交通量調査 @来街者アンケート

安全性
査

讓
◎
◎
◎

か
浄

鯖
蹄

昧
饑

街のにぎわい ⑭歩行者･自転車交通量調査
-ト
ート
･ト

本
笋
炉

ン
ン
ン

ア
ア
ア

者
街
内

街
店
区

来
商
地

e
◎
@

地域全体への影響

自動車交通への影響 査滞渋盪･車勤白]の 浄膨廳鱸
駐車場への影響

纖鰐鰄商店街への影響

饑
離
瑚

徽
鰯

車
駐鰻磯 浄錺鰄

公共交通事業者への影響
(迂回による影響)

査数機縢鰈

勢潴獺鯛纖溌
◎

査顫時魁圦◎

淺
浄饑

町
、
柳
ヶ
瀬
地
区
に
人
が
集
ま
る
環
境
の
創

に
よ
り
、施
策
の
効
果
及
び
影
響
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

出
に
対
し
、
公
共
交
通
が
果
た
す
べ
き
新
た

総
合
交
通
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民
の
意
識
の
把
握
及
び

な
役
割

行
動
の
変
化
を
捉
え
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
実

裡調
査
概
要

施
し
ま
し
た
o

左
表
の
ご
と
く
各
実
験
項
目
に
合
わ
せ
て
必
要
な
実
態

は
、
実
験
毎
の
定
量
的
調
査
、
定
性
的
調
査

把
握
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
た
。
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換
に
つ
い
て
、
市
民
の
約
七
五
%
の
理
解
が
得
ら
れ
、
平

一

成

一
〇
年
の
バ
ス
レ
ー
ン
の
社
会
実
験
の
際
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
比
べ
て
も
、
そ
の
意
識
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
し
た

(図
6
.
7
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8
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州 ･ 1 し
て
お
り
、
前
回
の
社
会
実
験
に
比
べ
多
く
の
理
解

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環
状
線
の
整
備
等
の

効
果
に
よ
り
バ
ス
レ
ー
ン
導
入
の
交
通
へ
の
影
響
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
導
入
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
や
す

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
朝
･
1 2
、
写
百

, 瑚% … - -
所要事攝日舷麓拶繖

2 つ か に

撫舘向士l
ま ち た つ よ
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、 れ 影 備

変動係数の変化
写 や 響 等
真 す が の図10 変動係数の変化

わからない 無回答
2.9% 4 ,2% わからない

　　　う思わない
3.2%

まりそう思
わない
4,7%

ちらともい
えない
10.3%

ややそう思う
27.3%

非常にあると 実施するべ

思う きではない

47,3% ,
I3,4%

実施すべき
47.6%

　　
どちらとも

= いえない
29。5%

図 12 バス利用者の導入に対する意見 図 1 1 市民のバスレーン導入に対する意見

写真 1 バスレーン実験状況

写真 2 バスレーン確保状況



2

路
面
電
車
交
通
社
会
実
験
結
果

①

軌
道
敷
内
通
行
不
可
に
よ
る
定
時
性
の
向
上
･
時

間
短
縮

定
時
性
の
向
上
や
所
要
時
間
の
短
縮
効
果
は
一
〇

町

田

野

早

西

凡 例
←3 効果の出た 閣‘=

← 効果のれ'なかった区 i!=

こコ 電停位置

□□競輪場前

区
間
中
七
区
間
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
信
号

停
車
時
間
の
所
用
時
間
に
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と

か
ら
公
共
交
通
優
先
信
号
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

(表
1
、

前

町

住

駅

宝

阜

金

岐

　
　

　

↑
I
I
I
I
I

本郷町

　
　
　
　　
　

l
ち凸

隠
調図13 実験効果区間図

手

　
　　　
　

図
協
)。

②

安
全
島
設
置
に
よ
る
安
全
性

･
利
便
性
が
向
上

電
停
の
安
全
島
実
験
で
は
、
安
全
性
の
向
上
や
乗

り
降
り
が
楽
に
な
る
な
ど
利
便
性
が
向
上
し
た
と
の

意
見
が
多
く
得
ら
れ
、
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
電

停
を
設
置
し
た
、
新
岐
阜
駅
前
に
お
い
て
約
五
%
、

一
〇
〇
人
程
度
の
利
用
者
増
が
見
ら
れ
ま
し
た

(写

真
3
)。

③

道
敷
内
通
行
不
可
の
容
認

市
民
の
約
三
二
%
、
利
用
者
の
約
六
五
%
、
運
転

手
の
約
七
一
%
が
実
施
し
て
欲
し
い
と
答
え
て
い
ま

す
が
、自
動
車
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
三
六
%
、

表 1 定時性 ･時間短縮の事例

区 間 平均所期間鋤 分散◎ 変動職獨)
町

蝸

中
五

亜
艾

舵
檄

搬
臟砧門

鰄 開 馴 “腿
…

聯 稲
W

性
= 酸
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沿
道
商
店
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
四
四
%
の
理
解
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

④

安
全
島
設
置
実
験
の
容
認

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
五
七
%
が
実
施
す
べ
き

と
答
え
、
路
面
電
車
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
七

五
%
、
路
面
電
車
運
転
手
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
新
岐
阜

駅
前
で
約
九
0
%
、
西
野
町
で
七
0
%
が
、
設
置
し

て
も
良
い
と
回
答
し
、
沿
道
商
店
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

新
岐
阜
駅
前
で
は
約
六
一
%
、
西
野
町
で
は
約
四

四
%
が
賛
同
し
て
い
ま
す

(図
幹
･
旧
)。

　
　蕊施32

いえ ない ‐ (N =1375)

34 .0%

軌道敷き内通行不可に対する市民意見

　

　

　

施
で
2

突
き

　　　　
一
図

3

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
交
通
社
会
実
験
結
果

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
都
心
部
で
の
交
通
の
象
徴
的

な
姿
と
し
て
、
自
動
車
を
排
除
し
、
徒
歩
･
自
転
車
と
バ

ス
･
路
面
電
車
の
公
共
交
通
の
み
の
空
間
を
生
み
出
す
交

通
社
会
実
験
を
、
実
験
期
間
の
真
ん
中
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

モ
ー
ル
交
通
社
会
実
験
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
実
験
は
、

バ
ス
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験
と
路
面
電
車
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
験
を
二
街
区
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

実
験
期
間
中
で
、
一
日
目
、
二
日
目
と
徐
々
に
人
出
は
増

え
、
モ
ー
ル
区
間
内
の
歩
行
者

･
自
転
車
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
が
、
三
日
目
の
調
査
を
行
な
っ
た
日
が
雨
で
、
三

日
目
の
調
査
日
に
は
歩
行
者
は
微
増
、
自
転
車
は
減
少
と

｢
,

--

美
し

べ
邨

ず
鬘

施
舐

N

裏

(

図 15 安全島設置に対する市民の意見

も

、　　
と

し

す
は

◆

施
で
1

突
き

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
街
者
に
は
非
常
に
好
評
で
あ

り
ま
し
た
が
、
沿
線
は
、
実
験
を
行
う
こ
と
は
理
解
さ
れ

た
も
の
の
、
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
元
の
理
解
を
深
め
、
熟
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
(図
旧
~
19
、写
真
4
.
5
)。

実験前 圀実験中

　　
　
　

　
　
　
　

　

　　
　　
　一丁歩

　
　
　
　

千̂
人
/
日
)

　
　　　　　　
　　
　
鱗
鱗

実
験
中
聞ル　

圓
嚢
圓
騨
薹
事
前
竈

　　　　　　　　
　　　　　　
　　　　

-

を

　　　　　
　　　　　　　　　
　　
　

実験区間

図17 歩行者交通量の区間比較

歩
行
者
数
(
千
人
)



1.中心洲レ~来忍団拗ま今までより緋娩る基思う

　　　　　　　　　

3中心部礫獄數 蛉寳よりも滅砒悪ぅ 鬮 54

31.6%

図19 トランジットモール実施に対する市民意向

著
し　　

一

美

安心して歩ける

如

を

る
綣

問7 今日のような自動車を排除し、人と公共交通に車道空間を開放するトランジットモールを見て
どう思われましたか(一つだけ)

　　
活気ある空間 53 彰

,

三

い

も

･

-

ぼ
%

と
熟
那

　
　

　

　

　
　
　
　

か
斜

べ

い

ち
導
引
…

わ

る
な
%

ど

し

…

す
は
7

褻

7

図18 来街者のアンケート結果

楽しそうな空間

　

　
　
　
　

　
　

こ

い

　　
　

4

ま
ち
な
か
歩
き
実
験
結
果

住
区
の
自
動
車
通
過
交
通
の
削
減
と
速
度
の
抑
制
に
よ

り
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境
を
確

保
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
目
的
で
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

麟影 皸蛔市で湖竣彰の中心湖陸上隣藷冲髄のまね{H〕て
▲國臘ば二翌獣れます。

　　　　 　 　　　　 　　　　　　

バストランジットモール
実験状況

I
'
m

騨
塚
董
蜜
躍

り

･

実
験
結
果
と
し
て
は
、
一
部
の
街
区
に
お
い
て
、
自
動

写真 5 路面電車実験状況

車
交
通
量
の
若
干
の
削
減
効
果
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
デ
ィ

バ
イ
ス
の
周
辺
で
の
速
度
低
下
が
観
察
さ
れ
る
な
ど
の
効

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
歩
行
者
の
交
通
量
の
増

加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
実
験
用
具
と
し
て
仮
設

材
を
使
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
景
観
に
配
慮
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
商
住
混
在
の
地
域
に
お
け
る
ま
ち

首行セ 2004 6 6 7



づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
の
景
観
や
憩
え
る
空
間
に
配

多
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

慮
し
た
実
験
や
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た

(図
鱒
)。

八

今
後
の
課
題

椒

で
て

-

実

轉
し

…

　
　
　

　　
　
　

　

　　　　
　

- }- - - - - -
図2 0 まちなか歩き施策実施に対する市民意見

　

　

　　

　　　
　

特
要
の
鴬

一

5

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
実
験
結
果

実
験
は
、
一
日
一
0
0
人
も
の
利
用
が
あ
り
、
幅
広
い

年
齢
層
に
、
多
く
の
目
的
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者

に
好
評
で
、
利
用
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
実
施
を
望
ん
で
お
り

ま
し
た
。

○
利
用
度
は
一
日
約
一
〇
〇
人
と
高
く
、
特
に
駅
前
に

お
い
て
多
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

○
利
用
者
は
年
齢
、職
業
と
も
に
幅
広
い
階
層
で
し
た
。

○
平
日
は
仕
事
や
買
物
中
心
、
休
日
は
遊
び
や
観
光
で

各
施
策
の
今
後
の
対
応

①

バ
ス
優
先
レ
ー
ン

実
験
の
結
果
で
は
大
き
な
混
乱
は
な
く
定
時
性
確

保
が
出
来
、
効
果
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
時

刻
表
の
改
正
は
実
験
中
に
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
更
な

る
時
間
短
縮
も
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
で
、
環
状
線
交
差
点
か
ら
長
良
北
町
は
片
側
一
車

線
の
た
め
交
通
容
量
の
低
下
に
よ
る
先
詰
ま
り
に
よ

る
渋
滞
が
発
生
し
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
は
、
道
路

改
良
に
あ
わ
せ
P
T
P
S

(公
共
車
両
優
先
信
号
シ

ス
テ
ム
)
の
導
入
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
平
成
一
六
年
三
月
か
ら
、
実
験
区
間
全
線
の
バ

ス
優
先
レ
ー
ン
及
び
P
T
P
S
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
北
進
方
向
や
他
ル
ー
ト
の
可
能
性
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
停
で
の
停
止
時
間
の
短

縮
を
図
る
よ
う
な
I
C
カ
ー
ド
の
導
入
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

②

路
面
電
車

i
軌
道
敷
内
通
行
不
可

公
共
交
通
の
軸
と
し
て
路
面
電
車
を
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
施
策
で
あ
り
、
今
回
の

実
験
で
も
一
部
区
間
で
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
右
折
待
ち

車
両
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
電
停
位
置
の
変
更
等
も

含
め
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
信
号
停
車
時
間
の
所
要
時
間
に
占
め
る
割

合
が
高
い
事
か
ら
、
電
車
の
P
T
P
S
等
に
よ
る
交

差
点
で
の
優
先
処
理
に
よ
り
、
定
時
性
確
保
、
速
達

性
向
上
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

…n

安
全
島
の
設
置
等

沿
道
の
理
解
は
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
も
利
用
者
か
ら
最
も
望
ま
れ
て
い
る
施

策
で
あ
り
、
実
施
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在

の
道
路
幅
員
の
中
で
安
全
島

(幅
一
･
五
m
以
上
)

を
設
置
で
き
る
線
路
形
態
の
見
直
し
、
歩
道
幅
員
の

見
直
し
等
を
含
め
、
道
路
整
備
事
業
ヶ
所
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
て
、
出
来
る
所
か
ら
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

③

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

沿
道
商
店
の
中
で
今
回
の
実
験
が
ま
ち
の
活
性
化

に
効
果
が
あ
っ
た
と
す
る
人
は
僅
か
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

認
め
て
お
り
、
実
施
ま
で
に
は
議
論
が
必
要
だ
っ
た

と
答
え
て
い
る
こ
と
か
、
さ
ら
に
、
活
性
化
の
た
め

の
考
え
る
場
に
参
加
す
る
と
答
え
た
人
は
三
九
%

で
、
逆
に
参
加
し
な
い
と
答
え
た
人
は
僅
か
一
…
%

で
あ
り
、
将
来
の
交
通
体
系
の
あ
り
方
、
ま
ち
づ
く

り
全
体
の
議
論
を
通
し
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
対

す
る
理
解
や
熟
度
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

68 道イテセ 2004.6



え
て
お
り
ま
す
。

主
体
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
箇
所
等
)
の
検
討
を
進
め
て

④

ま
ち
な
か
歩
き

い
き
ま
す
。

区
域
内
を
走
行
す
る
自
動
車
の
速
度
低
下
が
見
ら

九

お
わ
り
に

れ
る
も
の
の
、
ま
ち
歩
き
に
対
す
る
取
り
組
み
に
は

理
解
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
景
観
に
配
慮
し
、

総
合
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
た
、
数
多
く
の
実
験
を

歩
行
者
が
楽
し
く
歩
け
る
よ
う
な
憩
い
の
あ
る
空
間

短
期
間
に
、
事
故
無
く
、
無
事
に
終
了
で
き
た
こ
と
は
、

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
一
六
年
度
以
降
の
事
業
化

関
係
機
関
の
協
力
は
勿
論
の
こ
と
、
市
民
の
理
解
と
協
力

に
向
け
た
実
施
方
法
の
検
討
を
進
め
手
間
い
り
ま

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
は
、
実
験
期
間
終

す
。

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま

ま
た
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
て
、
玉
宮
通
り
及

ず
。

び
そ
の
周
辺
地
区
を
、
歩
行
者
が
楽
し
く
歩
け
る
道

今
後
、
社
会
実
験
と
い
う
、
実
体
験
を
踏
ま
え
た
市
民

路
環
境
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
今

意
識
の
高
ま
り
や
行
動
の
変
化
を
実
際
に
把
握
で
き
た
こ

後
検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

と
は
、
平
成
一
六
年
度
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る
総
合
交

⑤

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
&
ラ
イ
ド

通
計
画
を
よ
り
実
現
性
の
高
い
･
継
続
性
の
あ
る
も
の
に

実
験
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
多
く
に
集
ま
ら
ず
、
利

つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

用
促
進
の
検
討
に
は
不
十
分
な
実
験
と
な
っ
た
も
の

ま
た
、路
面
電
車
の
存
廃
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
固
め
、

の
、
将
来
の
交
通
体
系
の
検
討
に
は
、
マ
ル
チ
も
ー

公
共
交
通
の
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
、
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

ダ
ル
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
は
イ
ン
セ
ン

現
に
向
け
更
に
、
住
民
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

テ
ィ
ブ
を
高
め
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
料
金
体
系
の

で
す
。

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
一
六
年
度
以
降
の
事
業
化

に
向
け
た
実
施
方
法
の
検
討
を
進
め
手
間
い
り
ま

す
。ま

た
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
て
、
玉
宮
通
り
及

び
そ
の
周
辺
地
区
を
、
歩
行
者
が
楽
し
く
歩
け
る
道

路
環
境
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
今

後
検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

⑤

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
&
ラ
イ
ド

実
験
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
多
く
に
集
ま
ら
ず
、
利

用
促
進
の
検
討
に
は
不
十
分
な
実
験
と
な
っ
た
も
の

の
、
将
来
の
交
通
体
系
の
検
討
に
は
、
マ
ル
チ
も
ー

ダ
ル
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
高
め
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
料
金
体
系
の

見
直
し
等
の
ソ
フ
ト
施
策
も
含
め
、
検
討
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑥

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な
か
の
回

遊
性
を
高
め
る
自
転
車
活
用
の
施
策
の
一
つ
と
し
て

有
効
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
一
六

年
度
以
降
の
事
業
化
に
向
け
た
実
施
の
方
法

(運
営
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